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訓
点
資
料
の

訓
読
文
に
つ

い

て

本
稿
の

目
的

　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田

　
雅
生

　
訓
点
資
料
が

日
本
語
史
研
究
の

重
要
な

資
料
の
一

つ

で

あ

る

こ

と

は

周
知
の

通

り
で

あ

る
。

殊
に

、

書
写
の

年
時
や

筆
者
加
点
者
が

明
確
で

あ
る

資
料
が

多
い

こ

と
、

書
写
加
点
の

当
時
の

原
本
が

多
く
存
す

る

こ

と

は
、

他
の

追
随
を
許
さ

な
い

優
れ
た

特
性
と

い

え

る
。

近
年
は

、

日

本
だ

け

で

な

く
、

中
国
大
陸
・

韓
国
に

お

け

る

訓
点
資
料
の

発
見
・

紹
介
も
積
極
的
に

な

さ
れ

る

よ
う
に

な

り
、

そ

の

指
し

示
す
範
囲
も
広
が
り
つ

つ

あ

る
。

　
一

方
で

、

一

九
九
三

年
に

は

訓
点
語
学
会
が

設
立

四
十
周
年
を

迎
え

、

そ

れ

を

記
念
し

て

研
究
講
演
会
が
催
さ

れ
た

。

そ

こ

で

は
、

こ

れ
ま

で

の

「

訓
点
語
学
」

の

歩
み

を

振
り

返
り
つ

つ
、

新
た

な

展
望
へ

向
け

て

の

提
言
が

築
島
裕
博
士

．

石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

塚
晴
通

氏
に

よ
っ

て

示
さ
れ

た
。

両
氏
に

よ

る

講
演
内
容
は

、

題
目
こ

そ

「

足
跡
」

と

「

展
望
」

に

分
か

れ

て

は

い

る

も
の

の
、

共
通
し

て

よ

り

精
緻
な

方
法
論
と

そ

訓
点
資

料
の

訓

読
文
に

つ

い

て

　

　
　

柴
田

雅
生

累

言
語

文
化

学
科

専
任

講
師

国

語
学

の

実
践
を

求
め
、

新
た

な

る

段
階
を
H
指
そ

う
と

い

う

も
の

で

あ
っ

た
．

　
本
稿
で

取
り
扱
う

問
題
も、

訓
点
資
料
の

取
り

扱
い

の

再
検
討
に

関

す

る

こ

と

が

ら

で

あ

る
。

と

り

わ
け

、

訓
点
を
ど

の

よ

う
に

読
み

解
く

の

か

に

つ

い

て

改
め

て

考
え

て

み

た

い

と

思
う

。

解
読
方
法
に

つ

い

て

は
、

既
に

築
島
博
士

が
、

　
ヲ

コ

ト

点
と

仮
名
と

が

相

俟
っ

て

訓
下
さ

れ

る

場
合、

帰
納
・

復
元
作
業
は

厳

　
正

で

な

け
れ

ば
な

ら

ず
、

訓
点
の

な

い

漢
字
や

部
分
の

補
読
に

は

漢
文
訓
読
の

　
総
合
的
知
見
が

必
要
で

あ
っ

て
、

こ

れ
に

熟
未
熟
の

差

が

あ

る

と

同
一

資
料
で

　
も
解
読
者
ご

と

に

異
な
っ

た

訓
下
し

文
が

生
じ

、

国
語
資
料
と

し

て

利
用

度
を

　
減
ず

る

こ

と

が

あ

る
。

（

『

国
語
学
大
辞
典
』

「

訓
点
資
料
」

の

項
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

ニ

と
さ

れ、

早
く
か

ら

問
題
点
を
整
理
さ

れ

て

い

る
。

ま

た
、

前
掲
の

講
演
に

お
い

て

は
、

　
　
次
に

、

訓
點
資
料
研
究
に

當
つ

て
、

批
判
的
態
度
が

望
ま

れ
る

こ

と

で

あ

る
。

　
例
へ

ば
、

同
一

の

訓
點
資
料
の

解
読
に

つ

い

て
、

そ

の

追
試
が

行
は

れ

る

こ

と

　
が

望
ま

し

い
。

文
献
の

性
質
上

、

ケ

ア

レ

ス

・

ミ

ス

は

避
け

ら

れ

な

い

が
、

解

　
読
者
の

主

観
に

よ

る

誤
読
等
を
修
正
し

て
、

よ

り

正

確
な

解
読
文
が
作
成
さ

れ

　
る

こ

と

が

強
く
期
待
さ

れ

る
。

と
述
べ

ら

れ
、

既
発
表
の

解
読
文
に

つ

い

て

も
批
判
・

検
証

が

必
要
で

あ

る

こ

と

を
説
か

れ
た

。

訓
点
資
料
の

短
所
と

し

て
、

閲
覧
調
査
の

困
難
さ

、

訓
点
の

認
定
．

解
読
の

困
難
さ

等
も
あ

る

が
、

そ

れ

ゆ

え
で

き

る

だ

け

解
読
者
の

主
観
の

介
入
を

排
除
し

た
、

客
観
的
正

確
性
を

も
っ

た

資
料
研
究
と

そ

の

公
開
が

求
め

ら

れ
て

い

る

の

で

あ

る
。

　
で

は
、

そ

の

よ

う

な

研
究
に

何
が

必
要
で

あ
る

の

か
。

具
体
的
に

は

ど
の

よ

う

な

方
法
を

と

れ
ば
よ

い

の

で

あ

ろ

う

か
。

　
い

わ

ゆ
る

訓
点
資
料
に

つ

い

て

『

国
語
学
大
辞
典
』

で

は

次
の

よ

う

に

定
義
さ

れ

て

い

る
。
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明
星亠
八

学
研
蜘
几

紀
要
【
巨

本
文

北
躁

す

部
・’一
纛

記韻
文
ル
撫鱒
广州
朝
M

第 
ハ冂
欝

　一
九

九
八

年

　

漢
文
が

書
か

れ

た

古
写
本
・

占
板
本
に

、

そ

の

漢
文
の

訓
読
を

示
す
た

め

に、

　

仮
名
や

ヲ

コ

ト

点
や

返
点
そ

の

地
の

符
号
な

ど

の

訓
点
を、

そ

の

紙
瀬
に

直
接

　

に

施
し

た

文
献．、

こ

れ

を

国
語
研
究
の

資
料
と

し

て

見
立

て

た

場
合
の

慣
用
化

　

さ

れ

た

呼
称

。

訓
点
資
料
に

関
し

て

は

そ

の

特
殊
性
に

言
及
さ

れ

る

こ

と

も
多
い

が
、

漢
文
の

訓

読
を

仮
名
や

ヲ

コ

ト

点
等
で

示
す
と

い

う

表
記
上

の

特
徴
が

第
　

で

あ
っ

て
、

最

終
的
に

は
、

い

わ

ゆ

る

和
文
資
料
や

外
国
資
料
な

ど

と

同
様
に
、

口

本
語
の

資
料

の
…

つ

と

し

て

扱
わ

れ
る
べ

き
も

の

と
考
え

る
。

も

ち
ろ

ん
、

訓
読
さ

れ

る

対
象

は

漢
文
（

日

本
国
内
で

作
ら

れ
た

漢
文
も

含
め
）

で

あ

り
、

そ

れ

ら

を
訓
ん

だ

人

物
の

階
層
や

状
況
な

ど

も
考
慮
に

入
れ

な

け

れ

ば、

等
し
く
扱
う

こ

と

は

で

き

な

い
。

し

か

し、

資
料
間
の

薙

異
は、

資
料
研
究
の

進
展
と

と

も

に

修
正

さ

れ
る

べ

き

も
の

で

あ
っ

て、

最
初
か

ら

瞬
定
化
さ
れ

て

い

る

も

の

で

は

な

い．、

し

た

が
っ

て
、

訓
点
資
料
に

関
し

て

も
、

他
資
料
と
同
様
に
、

表
記
上

の

整
理

を
詳
細
に

な

す
べ

き
必
要
が

あ
る

と

考
え

る
。

そ

の

上

で

の

資
料
性
の

再
検
討
が

必
要
な

の

で

あ

る
。

　

訓
点
資
料
の

表
記
に

関
す
る

先
行
研
究
は

、

こ

れ

ま

で

ヲ

コ

ト

点
図
や

板
名
字

体
を

中
心

と

し

て

行
わ

れ

て

き

た

が
、

体
系
的
な

視
点
か

ら

の

研
究
が

な

い

わ

け

で

は

な

い．、

築
島
博
士

の

大
著
『

興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
古
点
の

国
語

　
　
　
　
　
　
　
げ

ニ

学
的
研
究

　
研
究
篇
」

の

第
二

章
第
一

節
当

傍
訓
注

記
に
つ

い

て

の
一

傾
向
一

に

お

い

て

は、

完
全
付
訓
の

有
無
を
当
蒔
の

加
点
が

学
聞
的
な

実
質
を
伴
っ

て

い

る

こ

と

の

証
し

と
さ

れ
、

訓
点
語
の

歴
史
的
。

位
相
的
位
置
を

示
す
指
標
と

し

て

考

え

ら

れ
る

こ

と
を

示
さ

れ
た

。

ま

た
、

峰
岸
明
博
士
は

高
山
寺
蔵
蝿

史
記
』

に

お

け

る

漢
宇
へ

の

付
訓
が
、

漢
字
と

訓
と

の

対
応
関
係、

特
に

「

定
訓
」

の

存
在
を

前
提
と
し

て

整
理

し

う
る

こ

と

を
述
べ

ら

れ

た
。

い

ず
れ

も

総
合
的
な
調
査
に

基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

　

つ

く

も
の

で

あ
り

、

近
年
の

越
智
裕
二

氏
に

よ

る

返
点
等
の

再
検
討
な

ど

も

同
じ

38

方
向
を
意
麟

し

た

も

の

と

考
え

ら

れ

る
。

今
後
さ

ら

に

多
く
の

資
料
に

つ

い

て

求

め

ら

れ
る

こ

れ

ら

の

方
法
に

関
し

て
、

木
稿
で

は

既
発
表
の

訓
読
文
を

比

較
検
討

す

る

こ

と

に

よ

り、

解
読
の

方
法
論
上

の

悶
題
点
に

整
理
を

加
え

よ

う

と

思
う

も

の

で

あ

る
。

二

　
資
料

本
稿
で

は
、

資
料
と

し

て
、

知
恩
院
蔵
大
唐
三

蔵
玄
奘
法
師

護
吊
安
初

籤…

を
主

と

し
、

妙
法
遽
華
経
方
便
晶
平
安
初
期
・

凵…
ハ

箕
面
学
園
現
蔵、

旧
由
田

嘉
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

ヒ

氏
蔵）

を

併
せ

用

い

る

こ

と

と

す

る
。

そ

れ

ぞ

れ

の

訓
読
文
は

以
下
の

通
り

で

あ

る
。

知

恩
院
蔵
大
唐
三

蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
へ

以
下

、

本
稿
で

は

「

表
啓一

と

称
す
る
）

0
吉
沢
義
則
「

大
唐
三

蔵
玄
奘
法
師
表
啓
の

訓
点
」

（

門

国
語
国
文
の

研
究
』

所

　
収、
一

九
ニ

ヒ
年
四

月
）

○
築
島
裕
「

知
恩
院
蔵
大
唐
三

蔵
玄
奘
法
師
表
啓
　
附
漢
字
索
引
・

語
彙
索
引
」

　
（

『

訓
点
語
と

訓
点
資
料
』

第
四

輯
、

　一

九
五
五

年
五

月
）

○

遠
藤
嘉
基
「

鑽
恩
院
蔵
大
唐
三

蔵
玄
奘
法
師
表
啓
宵
点
に
つ

い

て
」

へ
『

国
語

　
国
文
」

二

四

…
一
】

、

　｝

九
五
五
年

＝

月
）

○
山
田
忠
雄
「

知
恩
院
蔵
本
大
唐
三

蔵
幺
奘
法
師
表
啓
古
点
の

晒
究
」

（

『

國
語

　
学
」

牌
弔

二

九閣
輯、
　　

九
五

七
伍
∴
ハ

ロ
〃

）

○
宇
細

祝
夫
［

知
恩
院
蔵
本
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
古
点
　
影
印
・

釈
文
」

　
〔

『

東
大
寺
諷
誦
文
稿
の

国
語
学
的
研
究
』

所
収

、

一

九
六

九
隼
六

月
、

風
問

　
書
房
刊
）
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妙
法
蓮
華
経
方
便
品
平
安
初
期
点
（

以

下
、

本
稿
で

は

「

法
華
経
」

と

称
す

る）

○
築
島
裕
・

小
林
芳
規
「

故
山
田

嘉
造
氏
蔵
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
古
点
釈
文
」

　
（

『

訓
点
語
と

訓
点
資
料
』

第
七
輯

、

一

九
五
六

年
八
月
）

○
大
坪
併
治
「

山
田

本
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二

試
読
」

（

『

訓
点
語
と

訓
点
資

　
料
』

第
七
輯

、

一

九
五
六

年
八
月
）

○
中
田

祝
夫
「

重
要
文
化
財
法
華
経
方
便
品
解
題
」

（

複
製

本
解
題

、

　一

九
八

　
一

年
三

月
）

こ

の

二

資
料
を

用
い

る

の

は
、

複
数
の

研
究
者
に

よ

る

解
読
結
果
が

公
表
さ

れ

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

複
数
の

訓
読
文
が

発
表
さ

れ
て

い

る

も
の

に

は
、

こ

の

ほ

か

に

漢
書
楊
雄
伝
天
暦．
一
年
点

、

法
華
義
疏
長
保
四

年
点

、

法
華
文
句
占
点

、

神
田

本
白
氏
文
集
天
永
四
年
点
な

ど

が

あ
る

が
、

三

種
類
以
上
の

も

の

は

本
稿
で

扱
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

　

二

資
料
と

漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二

年
点
だ

け

で

あ

る
。

　
二

資
料
に
つ

い

て

の

解
説
は

そ

れ
ぞ

れ

の

研
究
に

従
う

が
、

各
研
究
で

言
及
さ

れ

て

い

る

解
読
の

困
難
さ

は、

こ

の

よ

う

な

複
数
の

解
読
文
を
見
る

だ

け
で

も
確

認
で

き
る

。

と

も

に

平
安
初
期
の

仏
書
の

訓
点
資
料
で

は

あ
る

こ

と

に

起
因
す
る

こ

と

が

ら

も

あ

る

で

あ

ろ

う

が
、

具
体
的
に

は

ど

の

よ

う

な

箇
所
に

ど
の

よ

う
な

解
読
上
の

問
題
が

生
ず

る

の

で

あ
ろ

う

か
。

そ

れ

を

整
理

し

て

お
く
こ

と
も

、

こ

の

二

資
料
に

と

ど

ま

ら

な

い

訓
点
資
料
全

般
の

解
読
に

当
た
っ

て

の

下
準
備
と

し

て

必
要
な

こ

と

と

思
わ

れ

る

の

で

あ

る
。

　

「

表
啓
」

に

関
し

て

は
、

山
田

忠
雄
氏
が

前
掲
の

論
文
に

お

い

て
、

先
行
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

ハ

を
受
け

て

綿
密
な

調
査
を
行
わ

れ
た

。

特
に

認
識
論
的
文
字
論
の

立

場
か

ら

有
益

な

多
く
の

見
解
を
示
さ

れ
、

文
字
認
定
（
判
読
不
能
も

含
め
）

に

関
し

て

は
ほ

ぼ

完
成
さ
れ

た

も

の

と

い

っ

て

よ

い

と

思

わ
れ
る

。

本
稿
の

よ

う

な

方
法
が

可
能
で

あ
る

の

も、

山
田
氏
の

調
査

が

あ
っ

て

こ

そ

で

あ

る
。

ま

た
、

「

法

華
経
」

に

つ

訓
点

資
料
の

訓
読
文

に

つ

い

て

　

　

柴
出

雅
生

い

て

は

中
田

氏
が

釈
文
に

お

い

て

こ

の

資
料
に

加
え

ら

れ
た

多
く
の

訓
点
の

姿
を

忠
実
に

再
現
さ

れ
、

多
く
の

知
見
を
得
る

こ

と

が

で

き

た
。

こ

の

ほ

か

に

も、

諸

氏
の

解
説
や

補
注
に

は

さ

ま

ざ
ま

な

学
恩
を

蒙
っ

て

い

る
。

稿
者
に

は
、

そ

れ
ら

を
比
較
対
照

さ

せ

る

こ

と

は

出
来
て

も、

優
劣
を
つ

け

る

こ

と
な

ど

到
底
不
可
能

で

あ

る
。

本
稿
の

趣
旨
は

あ
く
ま

で

訓
読
文
の

比

較
結
果
か

ら

解
読
の

問
題
点
を

探
る

こ

と
に

あ

る
。

以
下
の

検
討
に

お
い

て

は

個
々

の

訓
読
文
名
を

示
す
こ

と

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま　
　

せ

ず
、

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

を
も
っ

て

区
別
す

る

に

と

ど

め

る
こ

と

と

し

た
。

三

　
訓
読
文
の

差
異
を
生
む

要
因

　
ま
ず

具
体
的
な

例
を
も
と

に
、

ど

の

よ

う
な

要
因
が

考
え

ら

れ

る
の

か

を

整
理

し

て

お

き

た

い

と

思
う

。

次
に

掲
げ
る

の

は
、

表
啓
の

第
三

表
の

題
目
に

相
当
す

る

部
分
で

あ
る

。

　
○
請
大
宗
文
皇
帝
作
經

序
并
題
經
表
（

表
啓
54
行
）

　
　
a

大
宗
文
皇

帝
に

經
序
并
に

題
經
（

を
）

作
（

り

た

ま
へ

）

ト

請
（

ひ
）

た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

コ

　
　
　
（

て

ま
）

ツ

（

り
）

シ

表

　
　
b
【

請
】

大
宗
文
皇

帝
に

經
の

序
并
に

題
經
（

を
）

作
（
り
た

ま
へ

）

ト

請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ウ

　
　
　
（

ひ
）

た

（

て

ま
）

ツ

（

り
）

シ

表

　
　
c

誕
た

，
ま．
ノ

．
り．
シ

大
宗
文
皇
帝

に

雇
た

ま．．
ト

經
の

序．
と

ガ
に

豊
せ

な

耄
經．

に．

　
　
　

薦

　
　
　
た

〔
て

ま）
ツ

〔
り）
ノ

　

　

に

ト

の

　

に

　

（
を〕
ヘ

ウ

　
　
d

請

　
　

　
　

大
宗
文
皇
帝

作

經

序
并

題
經

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表

　
　
　
（
タ

テ

マV
ン

〔
り）
ノ
　

　

　

　

　

　

　

　

に

　

　〔
コ）
ト

ヲ

　

　

　

　

　

に

　

　

　

ヘ

ワ

　
　
e

請

　
　

　

大
宗
文
皇
帝

作

　
　

經
序
并

題
經
表

そ

れ
ぞ

れ

の

訓
読
文
で

の

表
記
方
法
が

異
な
る

の

で、

一

概
に

比
較
で

き

る

も

の

で

は

な

い

が
、

明
示
さ

れ
て

い

る

部
分
を

見
る

だ

け
で

も

い

く
つ

か

の

違
い

を

見

出
す
こ

と

が

で

き

る
。

簡
単
に

整
理
し

て

示
す

と

次
の

よ

う
に

な

る
。

　
ア

「

請
」

1
（

こ

ひ
）

た

（

て

ま
）

つ

（

り
）

し
・

た

（
て

ま
）

つ

（

り
）
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明
堺

大
学

崩
究
総

要
【
臼

ぶ｛，（
化
学

部
・
着

語

文
化

学
科回
第
六

譬

一
九
九
八

年

ー
し

　

イ
…

−

作
L

：・
−

（

つ

く
り
た

ま
へ
）

卜
。

〔
な

し

た

ま
へ

）

卜
。

（

な

す
？

つ

　

　

く
る

？
コ
）

ト

ヲ

　

ウ

粕

經

序
」

−

−．
經
序
・

經
の

序
。

經
の

序
（
と

）

　

エ

「

題
經
」

ー
題
經
へ
を
）

・

經
（

に
）

題
（

せ

む
こ

と

を
）

ア
・

イ
は

漢
字
の

訓
読
に

関
わ
る

も

の

で

あ

る

が
、

ア

は

訓
点
に

よ
っ

て

示
さ
れ

た

部
分
を

い

わ
ゆ

る

補
助
動
詞
部
分
と

解
す
る

か
、

本
動
詞
部
分
と
解
す

る

か
に

よ

る

違
い

と

思
わ

れ

る
。

訓
点
の

「

た．…

を

認
め

る

か

否
か

も

異
な

る
。

イ

は

　．
作
」

字
の

よ

み

が

中
心

で

は

あ

る

が
、

「

ヲ
」

を
認
め

る
か

否
か

と

関
連
し

て

「．
ト

」

を

ど

の

よ，
つ

な

要
素
と
し

て

認
め

る

か

が

異
な

る
。

ウ

は
｝

の
」

の

点
を

認
め

る

か

否
か

、

後
続
の

「

并
」

字
と
の

関
わ

り
を

重
視
し

て

「

と
」

を

補
読
す

る

か

で

あ

る
。

エ

は

訓
読
す
る

か
、

音
読
す
る

か

の

違
い

と

考
え

ら

れ
る

。

こ

れ

ら

を

整
理
す

る

と、

少
な

く
と

も

（

一
）

訓
点
の

認

定
に

関
す

る

も
の

、

ハ

ニ
）

訓
点
の

適
用
に

関
す

る

も
の

、

（
三
）

補
読
に

関
す
る

も
の

、

の

三

種
類
の

こ

と

が

ら

を

挙
げ

る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

こ

の

ほ

か

に

も
、

文
の．
区
切
り

等
や

語
句
の

か

か

り

受
け

の

違
い

も
考
慮
す
る

必
要
が

あ

る

か

と

思
わ
れ

る

が
、

ひ

と

ま
ず
以

L
の

三

点
に

関
し

て、

以
下

、

具
体
例
を、
小

し

な

が

ら

検
討
を

舶
え
て

い

き
た

い

と

慝
う∩、

　

（
一
）

訓
点
の

認

定
に

関
す
る

も
の

　

訓
点
の

認
定
に

関
し

て

は
、

加
点
の

用
具
や

そ

の

具
休
的
状
況

、

及

び

保
存
状

況

等
に

よ
っ

て

難
易
さ

ま
ざ

ま

で

あ

る
。

「
表
啓
」

に

関
し

て

は
、

山
出

氏
が

次

の

よ

う
に

指
摘
す
る．、

　

も
と

も
と

　
点
の

　
う
ち

ち
が

ひ

や

　
誤
読
が

　
す
く
な

か

ら

ず

　
あ

る

　
ほ

　

か

に、

永
年
に

　

わ

た

る
　

朱
点
の

　

剥
落
が

　

昭
和
二

十
二

年
四
月
の

　

層

40

　

宝
修
理
以

来

と

み

に

進
行
し

た

か

に

み

う

け
ら

れ
る

事
憐
も

て

つ

　

だ

っ

て

　
現
在

　
き
は

め
て

　

難
読
で

あ

る
。

「

法
華
経」

は
、

　

全
巻
に

か

な

り
詳
細
な

白
墨
の

訓
点
が

あ

り
、

平
安
初
期
の

加
点
と

思
は

れ

る

　

が
、

そ

の

訓
点
は

数
次
に

百．
る

も
の

と

見
え

、

初
め

に
一

旦
加
へ

た

も
の

を
後

　

に

洗
ひ

流
し

た

か

と

見
え

る

所
も
多
く
あ

る

た

め
、

読
解
は

相
当
に

困
難
で

あ

　

り
、

苡
下
略
〉

（

築
島
・

小
林
碕
博
士

に

よ

る

解
説
）

　

白
点
に

は

新
古 
．

種
が

あ

る
。

古
点
は

、

元
来
簡
単
な

ヒ
に

、

剥
落
甚
し

く
、

　

か
つ

新
点
に

隠
れ

て

僅
か

し

か

見
え

な

い
。

（

大
坪
博
士
に

よ

る

解
説
）

で

あ

り、

朱
点
と

白
点
の

違
い

こ

そ

あ
れ

、

と

も

に

剥
落
の

程
度
が

は

な

は

だ

し

く
、

読
解
が

困
難
な

資
料
で

は

あ

る
。

諸
氏
の

見
解
の

違
い

も
ま

ず

は

そ

こ

に

起

因
す
る

部
分
が

大
き
い

で

あ

ろ

う

こ

と

は

十
分
予
想
さ

れ

る。

　

訓
点
の

認
定
は

、

第
一

に

ヲ

コ

ト

点
図
や

仮

名
宇
体
表
の

違

い

と
し

て

現

れ

る．、

は

な

は

だ

簡
略
な

方
法
で

あ

る

が、

ヲ

コ

ト

点
図
に

つ

い

て一
一
資
料
の

ヲ

コ

ト

点

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

ぴ

　　

図
を

ま

と

め

て

み

る

と、

次
の

よ

う

に

な

る

（

次
頁
図
）

。

　

太
字
の

仮
名
で

示
し

た

の

が

「

表
啓゚
」

に

お

い

て

は

四

氏
以

上

の

認
め

る

点
、

一

法
華
経
」

に

お
い

て

は

三

氏
と

も
に

認
め

る

点
で

あ

る。
　、
表
啓
」

に

つ

い

て

九

氏
と

し
な

か
っ

た

の

は
、

最
初
に

資
料
を

紹
介
さ

れ

た

吉
沢
博
士
が

認
定
し

た

点

の

数
が

、

他
に

比
べ

少

な

い

た

め

で

あ

る
。

「

表
啓
」

に

お

い

て
、

一

も
「

の

点
が

中
央
付
近
と

や

や

上
寄
のノ
の

二

箇
所
に

存
す
る

の

は
、

そ

の

位
遣
に

動
揺
が

見
ら

れ
る

た

め

で

あ

り、

霙
質
的
に

は

さ

ほ

ど

の

差
は

な

い

も
の

と

思
わ

れ

る
。

認
定

さ

れ

る

こ

と

が

少
な

い

点
は

期

例
数
が

少
な

い

も

の

勝、
あ

り
、

そ

れ

だ

け

に

認
定

に

も
困
難
が

生
じ

た

も

の

で

あ

る。

そ

れ

ら

を
除
け
ば、

ヲ

コ

ト

点
の

位
置
と

．

口

語
と

の

対
応
の

認
定
に

関
し

て

は

さ

ほ

ど

違
い

は

な

い

と

い

う

こ

と

に

な

る
。

　

二
力

、

「

法
華
経
」

、
に

お

い

て

は、

諸
氏
の

認
め

ら

れ

た

ヲ

コ

ト
点
に

は

か

な
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表
　
啓

レ
・

　
タ
・

ヤ

シ
・

蜜
u

カ
・

ヤ

．
ア

・

イ

法
華
経

　
　

ト
、臼

　
　
　
イ

†

駅

　

ア

ラ

ム

］
老
i

」

　　　　 
一

O
オ
モ
7

．

4　
セ
ル

ナ
リ

　

ョ

ワ

　
　
タ
リ

3
ノ

　 　 　 　 　 　 ソ

葺イ
ー F’

尹；魯 1
イ
フ

　

ル引ギ
　
　

 ．

コ

ト
L
下

IIII

−
L国÷

ソ

ヱ

ニ

　
ア
ル

ナ
リ

ヱ
」

「

口

シ

テ
　
　
　
コ・、，

　

　

ト
キ

　　2
ヒ

  斗 ク　

　
　
ヨ

リ
　

　
ム　
シ

田
凵

シ
ム

　

　
　
　
　

　

　
ル
ニ

7
ル

 
モ

チ

テ
・

ヲ

モ

チ

テ

　
 
ナ

リ
・

キ
・
フ

 
ナ

ラ
バ

・

ト
ナ

ラ
バ

　
 
ヒ
。

タ

テ

マ

ツ

ル

　
 
ム
・

ノ

タ

マ

フ

・

ト

ノ

タ
マ

フ

　
 
キ
・

ア

リ

　
 
ア

リ
。

タ

リ

 
マ

ウ

ス
・

ト
マ

ウ

ス

り

の

出
入

り
が

見
ら

れ

る
。

マ
」

で

示
さ
れ

る

基
本
的
な

ヲ

コ

ト

点

に

は

さ

ほ

ど

の

差
は

な

い

が
、

そ

れ

以
外
で

は
、

丸
付
き
数
字
で

示
し

た

同
一

の

ヲ

コ

ト

点

に

三

氏
が

異
な

る

仮
名
を

対
応
さ

せ

て

い

る

例
を
筆・
頭
に
、

そ

の

認
定
に

は

解
釈

上

の

大
き

な
問
題
が
あ

る

と
言
わ

ね

ば

な

ら

な

い
。

こ

の

違
い

は
、

類
似
す

る

ヲ

コ

ト

点
が

『

成
実
論
』

天
長
点
や

飯
室
切
『

金

光
明
最
勝
王

経
註
釈
』

古
点
に

見

　

　
　
　
な　
ニ

ら

れ
る

こ

と
を
ど

う

位
置
付
け
る

か

に

よ

る

も
の

と

思
わ

れ
る

。

　

仮
名
に

関
し

て

は、

諸
氏
そ

れ

ぞ

れ
に

仮
名
字
体
表
を

示
さ

れ
て

い

る

も
の

の
、

「

表
啓
」

に

お

け

る

山
田
氏
の

調
査
に

よ

れ
ば

、

仮
名
字
体
に

は

異
体
が

少
な

か

ら
ず

存
し

、

そ

の

解
読
は

容
易
で

は

な

い

が
、

全

体
か

ら

見
れ

ば
単
体
で

問
題
と

な

る

仮
名
は

さ

ほ

ど

多
い

わ

け
で

は

な

い
。

「

法
華
経
」

に

お
い

て

は

ヲ

コ

ト

点

と
の

関
係
で

認
定
に

差
異
が

見
ら

れ

る

け
れ
ど

も、

こ

ち

ら

も
単
体
で

問
題
と

な

る

仮
名
は

多
く
は

な

い
。

む

し

ろ、

個
々

の

具
体
例
の

認
定
に

お

い

て

さ

ま

ざ
ま

な

差
異
が
生

じ
、

訓
読
文
上

の

違
い

に

反
映
す

る
の

は

ヲ

コ

ト
点

の

方
な

の

で

あ

る
。

ヲ

コ

ト

点
の

認
定
す
る

か、
否
か

の

違
い

が

見
ら

れ

る

例
に

は

次
の

よ

う
な

も

の

が

あ

る
。

　

「

表
啓
」

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
（

か
）

す

〔
bce

〕

65　47　42　42　37
行 行 行 行 行

省 所 邁 身 響

 
ヒ

・

か

す
〔
ad

〕

　

 
ヒ
・

 
身
を
〔
ad

£
　

 
身
（

を
）

〔
bc

〕

 
す
コ

シ

て

〔

acde

〕

　

 
（

す
）

コ

シ

て

〔

b
〕

 
（

と
こ
）

ロ

を
は

〔
ade

〕

　
 
（

と

こ
）

ロ

は

〔

bc

〕

 
（

み
）

て

〔
bde

〕

　

 
み

て

〔

a
〕

　

 
（

か
へ

り
）

み
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明
躍
人

学
研
究

紀
要

隅

日

本

文
化

学
駆
ニ
ゴ

語

文
化

学
科
】

嬉
バ卩
ヴ

一
九
九

八
年

　

　

　
　
　

　

て

「

£

　

石

行
　
翻
訳
　
 
翻
訳
す
る

を
〔
d

〕

　
・
 
翻
訳
す

る

は

〔
ab

〕
　

 
翻
訳

　

　

　
　
　

　

　

す
る

（
こ

と
）

は

「

監
　

鬱
翻
訳
す
る

（

に
）

〔
e ．］

　

｝

法
華
経
」

　

87
行

教
…

化

 
教
化
（

し
）

タ

マ

へ

る

ヲ

モ

チ

テ

〔
aU

　
．
 

教
化
（

し
）

　

　

　
　
　

　

　

　

た

ま
ひ

（

し
〕

を
も
ち
7

」

ナ

リ

〔

蕩

　
 
教
化
ハ

し
）

た

　

　

　
　
　

　

　

　

ま
ひ

タ

ル

を

も

ち．
て

τ
］

　

醐

行

度

 
度
シ

タ

マ

ヒ

〔

見

　
 
度

へ

し
）

た

ま

ヒ

し

と

（
き
）

に

　

　

　
　
　

　
〔
b

£

　

5
行

　
背
　
 
行
じ

た

ま

ふ

こ

と
を

宥
c
〕
　

 
費
じ

た

ま

ふ

こ

と

〔
b〕

65
行
「

省
」

｛ ．
ナ

 
は

「
（
か
へ

り
み
）

て
」

と

す

る

こ

と

も

可
能
で

あ
ろ

う
。

こ

れ

に

対
し

て
、

 
 
は

訓
の

違
い

に

つ

な

が

る

も

の

で

は

あ
る

が
、

加
点
さ
れ
た

も

の

に

つ

い

て

は

同
じ
認

定
で

あ

る
。

「

表
啓
」

に

お

い

て

は
、

こ

の

よ

う
に

基

本
的
に

同
じ
訓
と

し
な

が

ら

も
、

ヲ

コ

ト

点
の

認

定
を
異
に

す
る

も
の

が

目
に

つ

く
。

こ

の

ほ

か

に

ヲ

コ

ト

点
の

認

定
に

よ

り

訓
を

異
に

す
る

も
の

も
あ

る

が
、

そ

れ

ら

は

（一
．

）

で

触
れ
る
こ

と

と
し

て

こ

こ

に

は

示
さ

な
か
っ

た
。

75
行
「

翻
訳
」

に

つ

い

て

は

山
田

氏
に

よ
る

詳
細
な

注
が

あ

り、

諸
氏
が

共
通
し

て

触
れ
て

お

ら

れ

る

よ

う

に、

資
料
と

し

て

の

解
読
の

難
し

さ

が

う
か

が

え

る．．

　

仮
名
の

認
定
に

関
ず

る

も

の

は

「

表
啓
」

に

目
立

ち、

　

36
行

秀

 
い

ス

（

く
れ
）

て

〔
a
〕

　

 
ホ

い

て

〔
c

〕

　

 
（

ひ

い
）

　

　

　
　
　

　
て

〜

〔
e
〕

14
行

引

 

δ
き
）

ケ

ム

［、

量

　
−

　
・、

き

　

　、

　

 
ピ

ケ

79
行

　
息

（

り
）

〔
bce

〕

　
 
（

ひ

か
）

ム

〔

 
（
そ
）

ク

ヲ

を
〔
d
〕

　
 
へ

そ
）

を

〔
a
〕

　．
 
ハ

は
）

ク

（
い
）

ギ

を
c

〕

ク

を
　〔
be

冒

〔

£

．
 
ク

チ

　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

42

な

ど

が

挙
げ．
り

れ
、

63
行
・「

秀
」

字
に

関
し

て

は

出
田

氏
が

「

て

り

て
隔

と

い

う

別
案
も
提
示
さ

れ

て

い

る
。

ヲ

コ

ト

点
と

の

遼
い

は
、

仮
名
の

字
母
と

し

て

ど

の

よ

う

な

漢
字
を

想

定
し
、

そ

れ

を

ど

の

よ

う

に

省
画
ま
た

は

草
体
化

し

た

も

の

と

捉
え

る

か

に

あ
の
・

、

考
慮
す
べ

き

条
件
が
多
い

対
象
で

は

あ

る．、

し

か

し、

そ

れ

も
全
訓
が

付
さ
れ
て

い

た

り
、

頻
度
の

高
い
宀
子

訓
が

適
用
で

き

る

場
合
に

は

さ

ほ

ど
問
題
と
な

ら

な

い

よ

う

に

思

わ

れ

る．、

む

し

ろ
、

解
読
の

凶
難
が

生

じ
る

の

は、

訓
の
一

部
し

か

加
点
さ

れ

て

い

な

い

と

考
え

ら

れ
る

場
合
や

仮
名
と

ヲ

コ

ト

点
が

相
俟
っ

て

加
点
さ

れ
て

い

る

場
合
で

あ

る

と

思
わ

れ

る．、

　

（

二
）

訓
点
の

適
用
に

関
す
る
も
の

　

（

ご

が

訓
点
を

物
理

的
に

認
め

る

か

否
か

で

あ
る

の

に

対
し

て
、

へ

二
）

は

そ

れ

か

ら

如
何
に

し

て

言
語
を
再
構
す
る

か

と

い

う

方
法
に

関
わ
る

問

題
で

あ

る
。

復
次
の

加
点
で

あ

れ

ば
自
ず

か

ら

事
情
が

異
な

る

の

で

こ

こ

で

は

対
象
と

し

な

い

が
、

ま
っ

た

く
そ

の

可
能
性
を
否
定
で

き
る

も
の

で

は

な

い
。

そ

こ

で、

こ

こ

で

は

「

表
啓
」

を

中
心
に

用
例
を

示
す
こ

と

し
、

複
数
の

加
点
が

見
ら

れ

る
｝、
法
華

経
一

は

参
考
に

と

ど

め

る

こ

と

と

す
る

。

こ

れ

に

属
す

る

用
例
は

少
な

い

こ

と

が

期
待
さ

れ

る

が
、

そ

の

実
態
は

以

下
の

通
り
で

あ

る

（

文
脈
を
示
す
た

め

用

い

た

釈
文
は

、

「

表
啓．｛

が

山
闘

氏
の

も
の
、

冖

法
華
経
」

が

中
出

薄
士
の

も
の

で

あ

る
） 。

　
ω

雲
官
紀
軒
−

皇
…

之
壌
（

表
啓
雛

行
）

　
　

　
クニ

　
　

　

壌
と

〔
acd

．

　
　

　
と
　ひ
チほ
　

ク
　の
れぜ

　
　

　

　．

壌

　
に

〔
be

〕

　
　
　
　

　

　

　

ハ
ノ

に

　

ウレノ
や

を

　
働
梯
赤
−

坂

而
承

朔
（

表
啓
38
行
）

　
　

　
に

ヒ

　
　

　

梯
を
た

て

〔

ad

〕

　
　

　
い

だ

は

し

　
　

　

梯

　
を
（

し

て
）

〔
b

〕

　
　

　

梯
を
し

〔

乱
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は

ロ
しい

　
　
梯
を

（
し

）

て

〔

e
〕

　
　
に

　

　

は

ヨ

リ

　

　

に

　

は

　
　
　ニ
こ

す
の

　

に

喞
徒

以

上

假
皇
霊

下

資

嬪

命

　
　
す

か

　
　
資
（

り
）

た

レ

（

は
）

〔
a

〕

　
　
た

も

　
　
資
（

た
）

れ

〔
b

〕

　
　
た

す

か

　
　

資
（

り
）

テ

〔

c
〕

　
　ハ
た

すり

　
　

資
（

け
ら
）

れ
（

て
）

〔
c
〕

　
　
た

す

か

　
　

資
れ
〔
d
〕

　
　
す

　
がソ

　
　

資
（
り

）

〔
e
〕

　
ネ

ク

は

　

　

　

に

　
ウ

ル

ワ

ン

　
きね
こ

と

 
庶
　
使
山
−

經

悶
彩

　
　
か

フ

　
　

悶
す

〔
abd

〕

　
　
ク

　
らサ

　
　

悶
（

く
）

す
〔
ce

〕

　
いヘ
ト

セ

　
　

　

　
を

　

ネ

　
かけ
フ

こ

と

　

ハ
にロ
し

て

 
雖

勵
愚
誠

慕

　
　

異

　
　
は

ケ

　
　

勵
マ

サ

ム

ト

い

ヘ

ト

モ

　
　
　
はぜ
ケ

　
　

勵

マ

サ

ム

ト

は

い

ヘ

ト

モ

　
な

て

　

　

を

　

ガ

サ

ロ
ね　
て

　

 
撫

躬

累

　
息
（

表
啓
79
行
）

　
　
ク

チ

　
　

息
を
〔

a
〕

　
　
ロ
モリ
ク

　
　

息

ヲ

〔
be

〕

　
　
ロ
はリ
ク

へ
い　
キ

　
　
　

息

　

ヲ

〔

c
〕

　
　
ハ
そい
ク

ヲ

　
　
　

息
　
を

〔
d

〕

　
オ

ホ

セ

タマハ
ふロ
ミ

コ
ト

サ

か

り

に

　
ケ

ハ
シ

バ
きり

 

　
光

　
命

隆

　

厚
精

　
　

厚
（
け
）

れ
は

〔

abcd

〕

　
　
は

ハ
ナハ
タね

　
　
　
一

厚
　
　
（

シ
）

　〔
e

〕

　
　
　

　
ア

ナ

ク

リ

て

　
　
を

じ

 
六
−

爻
探

　
　
サ

　
　

局
し

〔

abd

〕

　
　
　
と　
サ

　
　

局
　
し

〔
c

〕

（

表
啓
42
行
）

　
をレ
　

　
　

　
　
　

に

　

汲
−

傳
（

表
啓
51
行
）

　 ロ
　 　 a

〔 b

£ 量憲
　　　登

　
リ

フ

リ　ドロフ
ケ

ヌ

守

震
越

（

表
啓
88
行
）

頤

局
於
生
−

滅
之
場
（

表
啓
96
行
）

訓

点
資
料
の

訓

読
文
に

つ

い

て

　
　
　
柴
出

雅

生

　
　
　

ナ

　
　
　

局
き

〔

e
〕

へ
　
　

　

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

を

　

ゆ
斥
烈
−

代
之
區
1
域

　
（

表
啓
99
行
）

　
　
　

サ

　
　
　

斥
シ

て

〔
abcd

〕

　
　
　
サ

ロ
か

ひ　

　
　
　

斥
　
シ

て

〔
e

〕

 
〜
團
は

基
本
的
に

漢
字
の

訓
を

ど

う
認
定
す
る

か
と

い

う
問
題
で

あ

る
。

ω
を

例
に

と

れ

ば、

仮
名
「

ク
」

と

「

に
」

「

と
」

点
を
認
め

な

が

ら

も
、

再

構
さ

れ

た

訓
が
ク

ニ

と
ト

チ

ク

レ

と

分
か

れ

て

い

る
。

 
 
 
 
 
の

よ

う

に
、

認
定
し

た

訓
点
自
体
に

違
い

が

見
ら

れ

る

も
の

も

多
く

、

先
に

述
べ

た

（
一
）

と

併
せ

て

総
合
的
に

考
察
し

な

け

ら

ば

な

ら

な

い

が
、

物
理
的
認
定
だ

け

で

片
付
け

ら

れ

る

も

の

で

は

な

く、

そ

れ
が

ど

の

よ

う

に

適
用
し
う
る

も

の

で

あ

る

か

に

つ

い

て

の

見
通
し

が

な

け

れ
ば

、

 
 
 
働
の

よ

う

な

例
も
生

ず

る

こ

と

と

な

る
。

 

に

関

し
て

は

山
田

氏
が

注
記
で

問
題
点
を
整
理

さ
れ
て

お
り、

75
行
の

「

資
」

字
の

訓

点
と
の

統
一

を
重

視
し
て

、

他
に

類
例
の

な

い

訓
「

タ

ス

カ

レ
」

を
支
持
さ

れ

た
。

 
に

つ

い

て

も
山
田
氏
は

「

息
」

字
の

第、
一
の

仮
名
を

、

同

じ

行
の

「

矜
」

字
に

対
す
る

「

ヲ
」

字
と

同
じ

と

見
な

し
、

音
読
ソ

ク

の

尾
母
音
ク

の

延
音
と

さ

れ

た
。

こ

の

よ

う
な

統
一

的
な

説
明
は

具
体
的
な

実
証
と

し

て

尊
重
さ

れ
な

け

れ

ば
な

ら

な

い

が
、

そ

れ
で

も
 
の

「

（

は
）

ク

（

い
）

キ
ヲ
」

の

よ

う

な

解
釈
が

見
ら

れ

る

の

は
、

と

り
も

な

お
さ

ず

「

表
啓
」

の

訓
点
が

そ

の

訓
へ

の

適
用
に

関
し

て

絶

対
的
な
基

準
が
見

い

だ
せ

な

い

か
ら

だ

と
思

わ

れ
る

。

し

か

し
、

絶
対
的
と

は

い

え

な

い

ま

で

も
、

何
ら

か

の

基
準
を

想
定
し

、

そ

れ

に

よ

り
解
釈
の

幅
を
狭
め

る

こ

と

は

で

き

な

い

の

で

あ
ろ

う

か
。

　
　
　
て

　

を

て

て

に

す

　

 
謹

奉
表

詣

　
闕

陳
謝
以
聞
　
（

表
啓
畑

行
）

　
　
　
た

ロ
てリ
マ

ハつ　

　
　
　

　
　

奉

　
（

り
）

〔

a
〕

　
　
　
た

て

マ

ハ
ヨ

　
　
　

　

奉

（

り
）

て

〔
b

〕

　
　
　
た

　ハ
てけ
　マ
　ロつね

　
　
　

　

奉
　

　（
り

）

て

〔
cd

〕

43
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鴫

晁
大

学
研
究

紀
要
西
日

本

文
化
学

部
・
∋一
口

讌
文

鞄
学

科
M

第
六

弓

　

　

　
パ
た

くド
モ

　

ニ

ご

　

　

　
　

奉

（

り）

て

？
〕

甜　
は

「
て
．…

点
の

適
用
を

字
訓
の
一

部
と

す

る

か
、

勤

詞
と

す
る

か

で

あ

る
。

「

て
」

点
を

認
定
し

な

い

a

と
二

つ

認

定
す

る

b
で

は

問
題
と

な

ら

な

い

が
、

山

田
氏
の

注
記

に

あ

る

よ

う
に

「

ダ

テ

マ

ツ

リ

テ
」

一
タ

テ

マ

ツ

リ

テ
L

両
様
の

 、

能
性
が

あ

る．、

い

ず

れ
に

し

て

も
同
じ

訓
み

で

あ

る

の

で
、

ど

ち

ら

に

し

て

も
構

わ

な

い

と

こ

ろ

で

は

あ
る

が
、

先
の

由
〜
ゆ
の

例
を
顧
み

る

と
、

あ

る

程
度
の

指

針
の

存
在
を
想
定
す
る

こ

と
も
必
要
で

は

な

い

か

と

思
わ

れ

る
。

　

次．
の．
一
例
は

音
読
に

関
わ
る

例
で

あ

る
。

　

　

　
　
　
か　
　
　

　

　
　

ア
さ

ご
ロ
か

ラ

　

 

張
…

騫

望
娵．
非

博

　（
表
啓
48
行）

　

　

　
望
（
み
）

シ

も
〔

abcd

〕

　

　

　
も

つ
ヨ

　

　

　

望

シ

〔
e
扁

　

働

震
−

蜷
沖
ー

遜
（
表
啓
黔

行）

　

　

　
　
　
リ

ク

　

　

　
沖

−−
遼
な

り

〔
abcd

〕

　

　

　
　
　
はロ
ヤ

　

　

　
沖
：

愚
（

と

は

る
）

カ

な

（

り
）

〔

e
〕

「

表
啓
」

に

お
い

て

は

宇
音
を
示
す

例
が

少
な

く
な

い
。

こ

れ

は

瑛
字
音
と

み

る

か
、

文
選
よ

み

と

す

る

か

で

あ

る

が
、

「
搬…
」

字
の

字
商
バ

ク

か

ら

す

れ
ば
e

の

文
選
よ

み

と
解
す
る

方
が

妥
当
と

な

る
。

し

か

し
、

そ

の

場
合
に

は

補
読
を

多
く

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

ナ

か

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

に

し

な

け
れ

ば

な

ら

な

い
o

ま

た
、

「

表
啓
」

に

は

「

含
」

ハ

47
行
）

「

湯
」

へ

28
行
）

な

ど
の

よ

う

に

字
音
に

関
す
る

問
題
が

あ

り
、

字
音
相
当
の

も

の

と

し

て

笥

を
∠

を

ま
っ

た

く
否
定
出
来
る

も

の

と

も
思
わ
れ
な

い
。

　

　

　
　

た

る
　

　
　

　

　
　

　

　
　　
に

　
　

　

　

　

　

ヰじ　
　

　
　

　

 
蠢
1

々

迷
…

生

方

超
麋
累

而
巳

（

表
啓
84
行
）

　

　

　
コ

　

　

　
超
ユ

ル

の

み

な

れ

ヤ

「
abcd

，

　

　

　
超
ユ

ル

の

み

に

な

ハ

ら

む
）

や

芸
〕

　

　

　
コ

　

　

　
趨
ユ

ル

の

み

に

（

あ
）

れ
ヤ

〔

b
、

u
〕

　

　

　
コ

　

　

　
超
ユ

ル

の

み

に

〔
C

〕

44

　

　

　
ら
ニソ

　

　

　

超
（

ゆ

る

の

み
〉

な

ら

へ
む
）

ヤ

〔

慕

　

　

　

コ

　

　

　

超
ユ

ル

の

み

に

（

誤
点

歟
）

な

へ
ら

む
）

ヤ

［
c
］

　

　

　

　

　
よ
リ

ケ

こ
　

　　　
い
ま

へ
と

ぱ

あ

ニ

な

　

　

ア
　

　

　　
　オ

　

 

慨
i

然

　

懐

　
憤

　

誓

以

弘
宣

義
啓
18
行）

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

レセ
ロ

　

　

　

宣
（

す）

る

こ

と

を
弘
メ

［
ab

〕

　

　

　

弘
宣
と

ヒ

ロ

メ

す
〔

e
〕

　

　

　
ヒ

ロ
　

　ド
の

ぶロ

　

　

　

弘
メ

宣
（

る
）

こ

と

を
す

〔
e

〕

　

　

　

※

「

弘
」

字
に

「

ヒ

ロ

メ
」

の

仮
名

、

「

宣
」

峯

に

「

こ

と

臨
を
一

点

　

　

　

　

　
　
の

　

　
　

　

ヨ

リ

　

　

　
　

に

　

　
　
ミ

　

飼
然
則
鷲
嶺

微
−−．、
白

假
神
−

筆

而
弘
遠
（
表
啓
83
行）

　

　

　
の

　

　

　

弘

フ

ル

こ

と

遠
シ

［
abd

〕

　

　

　
ロ

　

　

　

弘
フ

ル

こ

と

遽
（

き
）

こ

と

（

を
い
）

た

シ

〔

ce

〕

　

　

　

※

「

弘
」

字
に

コ

の
」

点
「

こ

と．」

点
と

「

フ

ル
鵙

の

仮
名

、

…

遠
」

字

　

　

　

に
「

ご
と
　

点

 
は

複
数
の

よ

み

を

示
す
も

の

と
考
え

ら

れ
、

そ

れ
を
ど

の

よ

う

に

解
す
る

か

が

問
題
で

あ

る
。

少
な

く

と

も一
．

種
類
の

訓
は

認
め

ら

れ
て

お

り
、

第
二

訓
の

解
釈

に

違
い

が

認

め
ら

れ

る
。

ま

た
、

「

而
」

字
に

は
「、
の
」

点
が

加
え

ら

れ

て

い

る

が
、

「

の

み
」

点
と

の

重
複
と

思
わ
れ

る

も
の

で

あ

る．、

こ

の

ほ

か

に

も
、

「

表
啓
」

に

は

薫
複
と

解
さ

れ

る

点
が

見
ら

れ
、

山
遡

氏
は

「

特
に

珍
と

す

る

に

た

り
ず
」

と

さ
れ
て

い

る
。

し
か

し
、

明
ら

か

に

重
複
と

見
る

こ

と

が

出
来
る

部
分

は

ま

だ

し

も
、

鱒
の

よ

う

に

重
複
と

見

な

さ

な

い

例
も

ま

た

嵬

ら

れ
る

の

で

あ

る
。

さ

ら

に

は
、

囲
は

「

弘
宣
」

の

二

字
の

横
に

付
さ

れ

た

訓
を

と
の

よ・の、・
に

適
用
す

る

か

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
むロ
　ぬじ
　じ
るし
ホ

こ

の

違
い

も
認

め

ら

れ

る
。

「

沢
　

漏
　
」

（

35
行
）

の

よ

う

に

h
下
の

漢
字
の

訓
を

取
り

違
え

た

と

思
わ

れ

る

例
も

あ

り
、

慎
重
に

解
釈
さ

れ

な

け

れ

ば

な
ら

な

い

部

分
で

あ．
る

。

　

こ

の

ほ

か
、

補
読
と

も
関
わ

る

も
の

と

し

て、

次
の

二

例
が

存
す
る

。

　

　い
むゴ
ゆ

ゐ

ハ
る　
　

　　
し

　
　

ミ　
　

で

す

る

は
　

　

の

　

　

を

　

　

　

　

　

ワ

リ

　

騷

　
至

　

理

　
无
曇．
凵

詮

　
其

道

考
鑿

帝
（
表
啓
9
行）
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ロ
こい
と

　
　
　

言

无
（

け
）

れ
ト

モ

〔
ac

〕

　
　
　
无
（

く
あ

れ
）

ト

モ

〔

b〕

　
　
　
无
（

く
）

ト
モ

〔

d
〕

　
　
　
た

る

み

チ

た

る

ゼ
　

　
た

ハ
の

き

て

　

　

　

を

　
し

シ

　

　

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

表
啓
皿

行
）

　
 
經

　

途

　
万
里

怙

　

天
−

威

如

尺
−

歩

　
　
　
万
里

な

れ
と

〔

a
〕

　
　
　
万
里
な

れ

と

（

も
）

〔
bcd

〕

　
　
　
万
里
な

レ

（

と

も
）

〔
e

〕

　
以
上、

見
て

き

た

よ

う

に

「

表
啓
」

に

関
し

て

は、

さ

ま
ざ

ま

な
訓
点
適
用
上

の

問
題
が

見

受
け
ら

れ

る

の

で

あ

る

が
、

一

方
「

法
華
経
」

に

関
し

て

は
、

大

坪

博
士
が

　

先
づ

、

漢
字
に

対
し

直
接
ヲ

コ

ト
点
を

付
し

て

基
本
的
な

読
み

方
を
示
し

、

ヲ

　
コ

ト
点
に

な

い

音
や
正

確
を
期
す
る

も
の

は、

更
に

仮
名
や

実
字
を
用
ゐ

て

訓

　
　
　
　
ま
ニニ

　

を
施
す

。

と

す
で

に

卓
見
を

述
べ

ら

れ

て

お

り
、

訓
点
の

認
定
に

関
連
す

る

も

の

が

い

く
つ

か

見
い

だ

せ

る

の

み

で

あ

る
。

　
　
　
し

て

　

II

　
　
の

　

を

　

　
て

　

に

　

む

ト

オ
モ

ヘ
リ

　

ケ

　

ラ

せ

る

こ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

n
行
）

　

圏

不

自
見
其

過

於

或

有

　
　
　
缺

漏

　
　
　

見
（

た
ま
）

へ

不
し

て

〔
b〕

　
　
　
　ロ
かり
へ
り

ハ
み　
ハ
ずソ

　
　
　
　
　

見
　

不
し

て

〔
c
〕

　
　
　

見

■
不
し

て

〔
a
〕

認
定
を
保
留
し

た

も
の

も
あ

り
微
妙
な

例
で

は

あ
る

が
、

「

へ

」

点
の

取
り

扱
い

に

関
し

て

相
違
が

見
ら

れ
る

。

け
れ

ど

も
、

訓
読
文
の

違
い

は

先
に

見
た

ヲ
コ

ト

点
の

認
定
に

よ

る

も
の

が
ほ

と
ん

ど

で

あ
り、

大

坪
博
士
が

言
わ

れ
る

如
く
ヲ

コ

ト
点
と

仮
名
の

適
用
基
準
は

ほ

ぽ
一

定
し

た

も
の

と

見
る

こ

と

が

で

き
る

。

何
ゆ

え
に

こ

の

よ
う
に

二

資
料
間
で

異
な
る

様
相
を
呈

す
る

の

か

は
、

改
め
て

次
節
で

触
れ
て

み

た

い

と

思
う

。

訓
点

資
料
の

訓
読
文
に

つ

い

て

　
　

　
柴
田

雅
生

　
（
三
）

補
読
に

関
す
る
も
の

　
（

二
）

で

述
べ

て

き
た

訓
点
の

適
用
上

の

問
題
の
一

部
は

、

そ

の

部
分
が

ど
の

程
度
補
読
し

う
る

か

に

も
関
わ
っ

て

い

た
。

い

わ
ゆ

る

補
読
に

つ

い

て

は
、

築
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま　
　

博
士

が

「

漢
文
訓
読
の

総
合
的
知
見
」

が
必

要
で

あ
る

と

既
に

指
摘
さ

れ

て

い

る

が
、

そ

れ
で

も

訓
読
文
に

お

い

て

は

ま
ま
違
い

が

認
め

ら

れ
る

。

「

表
啓
」

に

お

い

て

は
一

四

〇
箇
所
ほ

ど
が

認
め

ら

れ、

単
純
に

「

総
含
的
知
見
」

だ

け
の

問
題

と

も
思
わ

れ

な

い
。

以
下、

項
目
を
整
理
し

て

挙
げ
て

み

た

い

と

思
う

。

　
i
字
訓
の

違
い

に
つ

な

が

る

も
の

　
　
　
　
　
に

　
　

　

に

か

し

ク

マ

リ

　
ぬぜ

　
 
玄
奘
誠

惶
誠

恐
　
　
　
（

表
啓
72
行
）

　
　
　
ヲ

　
の

のり

　
　
　
　

惶
（
き
）

〔
abcd

〕

　
　
　
ヲ

　
　
　

惶
（

ち
）

〔
e

〕

　
　

　
　

　
　

て

　

20
祗
奉

綸

⊥
言

（

表
啓
72
行
）

　
　
　
ツ

ハ
つワ
ノ

　
　
　
　
祗

　
（

め
）

て

〔

a
〕

　
　
　
ツヘ
シ

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

ツ

よ
しり

　
　
　

祗
（

み
）

て

〔
b〕

・

祗
（

み
）

て

〔

ce

〕

　
　

　
　
　
　

　
の

　
　
　

　
の

　

　
　
　

を

　

 
盡
行
諸
佛

无
量

道
法

　
（

法
華
経
5
行
）

　
　
　

行
じ

た

ま
ふ

こ

と

を

盡
（

し

て
）

〔
ac

〕

　
　
　

行
じ

た

ま
ふ

こ

と
蘯

（

き
て
）

〔

b
〕

　

且

補
読
す
る

助
動
詞
・

補
助
動
詞
の

違
い

　
　
　
　
　
の

ヒ

ラ

ロ
き　
た

り

　

　

 
井
−
浪

開
　

　

華
（

表
啓
36
行
）

　
　
　

華
に

〔

ad

〕

　
　
　
ロ
は　
な

　
　
　

華

　〔
b〕

　
　
　

華
（

の

ご

と

く
）

二

〔
c
〕

　
　

　
　

　
の

　

　
　

　
　
　

　
　

を

　

23
謝
納

袈
裟
剃
刀

表
一

首
（

表
啓
87
行
）

　
　
　

謝
（

す

る
）

〔
ab

〕
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明
星

大
学
罵明
究
紀

要
【

口

本h
乂

化

学
部
・
亠一
日

訊瞬
文
化

学
科
M

第、
ハロ
ザ

　一
九孤
儿・
八

寵．

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

き

　
　
　

謝
（

し

た

て

ま

つ

り
し冖）

〔

C
〕

　
　
　
ク
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　　ニ

　

24
多

從

勢
ー
弃
　
（

表
啓
49
行）

　
　
　

從
か
へ

〔
abd

〕

　
　
　
ン

た

　
　
　

從
か
へ

（

り）
〔
c

〕

　
　

　
　

　　
は

　
　

　

　
　

　

な

り

ご

　

 
知
法

常
无
牲
　
（

法
華
経
嬲

行
）

　
　
　

知
（

り
た

ま
は
）

む

〔

a
〕

　
　
　

知
（

し

め

さ
）

む
〔

b
〕

　
　
　
ロ
し

ろピ

　
　
　

知

シ

（

め

さ
）

む
〔
c
〕

　
　
　
　

※

「

知
」

字
の

傍
に

「

メ

シ
」

と

あ

り

　
…
皿

助．
詞
・

形
式
体
言
の

違
い

　
　
　
　　　
ミ　　　
　

　

　

　
　

し
し

ソ

イ

て

　

鱒
玄
i
奘
行
ー

業
无
　

紀
（

表
啓
16
行）

　
　
　

玄
奘

、

〔
ab

〕

　
　
　

玄
奘
（
い
）

〔
c
〕

　
　
　　
し

の

フ

　ちイるコ
　

こレし　
　
　　
　ド
ヒ
　　

　

鋤
無

述

　
　
　

土

…
風
（

表
啓
47
行
）

　
　
　
土

風
も

〔

ad

〕

　
　
　
五
風
（

を
）

も
〔
be

）

　
　
　
土
風
（

を）
〔
c
〕

 
角

暫
、

猶
し

嵐
．

ヌ

況
や

仏

薮
．

臨
力

廊
．

…
。

け

豈
．

能
耀

午

灘
ラ

．

．

（

表

蠶
◎

　
　
　
在
す

る

（

す

ら
）

〔
abd

〕

　
　
　
在
す

る

（

と

き
に

は
）

〔

◎…

　
 

世
尊
何
因
何
縁
（

法
華
経
51
〜
52
行
）

　
　
　
何
の

因
・

何
（

の
）

縁
を
も
ち
て

そ

〔
a
〕

　
　
　
珂
の

因
（

と
）

、

何
（

の
）

縁
（
と
）

を
も
ち

て

そ

〔

bc

〕

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
ぼ
　

ぽ

ハ
お

こ

の

ほ

か
、

字
音
に

関
す
る

も
の

と

し

て

「
瀛
。

瀛
」

（

表
啓
8
行
）

な

ど
、

音

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
り

ら
　
つしい
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

リ
　ハ
み

ニ

便
等
の

同
一

訓
の

形
態
上

の

違
い

と

し

て

 

範
（

り
）

た

り
。

範
ザ
タ

リ
「

（

表

46

啓
34
行）

な

ど

が

あ
り、

不
読
の

曜
能
性
が

あ

る

助｛
子

の

扱
い

に

も
違
い

が

認
め

ら

れ
る

。

し

か
し
、

訓
読
に

関
し

て

問
題
と

な

る

の

は

ほ

ぼ

右
の

三

類
に

集
約
で

き
る

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

こ

の

う

ち、

i
は

文
脈
の

把
握
と

漢
字
と

訓
の

対
応

関
係
に

よ

る

も
の

で

あ
り

、

後
者
に

つ

い

て

は

同
じ

文
脈
把
握
で

あ
っ

て

も

見
解

が

分
か

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

ろ

う
と

思
わ

れ

る
。

亘

に

つ

い

て

は

文
脈
把
握
が

第
一

で

あ

ろ

う

が
、

 
の

し

蕊

う

に

補
助
動
詞
を
補
う

場
合
に

は

訓
読
文
自
体
の

考
え

方

が

反
映
し

て

い

る
よ

う

に

も
思
わ

れ

る．．
…
皿

の

鱒
鋤
に

つ

い

て

も
同

様
に

解
す
る

こ

と

が

で

き
よ

う。

ど

の

よ

う

な

調
読
を
想
定
す

る
の

か、

具
体
的
に

は

文
脈
的

内
容
を
で

き

る

だ

け

言
語
形
式
と

し

て

表
そ

う

と

す
る

方
向
と
、

訓
点
か

ら

窺
え

る

最
低
限
度
の

も

の

に

留
め

る

方
向
と

に

分
か

れ
る

よ

う

に

思
わ

れ
る

。

ど

ち

ら

が

優
れ

て

い

る

と
は
一

概
に

言
え
る
も

の

で

は

な

い

し
、

そ

も
そ

も

訓
点
資
料
か

ら
一

つ

の

訓
読
方
法
し

か

帰
納
し

え

な

い

と

断
ず

る

こ

と

に

も、

考
慮
の

余
地
が

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

は

マル

あ

る

よ

う
に

も
思
わ

れ
る

。

こ

の

問
題
は

、

亀
井
孝
「

古
事
記
は

よ

め

る

か
．

や

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ド

おハ
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　

し

舩
城
俊
太
郎
「

変
体
漢
文
は

よ

め

る

か
」

な

ど

と

も
繋
が

る

も
の

と

考
え

ら

れ
、

い

わ

ば

「

訓
点
資
料
は

よ

め

る

か
」

と

い

う

問

い

に

も
発

展
す

る。

特
に

後
者
は

真
福
寺
本
。

楊
守
敬
本
『

将
門
記
』

に

お
け
る

漢
字
と

訓
と

の

対
応
関
係
が

多
少

と

も
流
動
す

る

こ

と

か

ら
、

変
体
漢
文
が

厳
密
に
一

定
の

訓
を
強
制
す

る

も

の

で

は

な

い
．

と
を

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

確
か

に

変
体
漢
文
は

7

界
か

し

←
訓
読
さ

れ
て

い

れ
ば
」

よ

し

と

さ

れ

る

も
の

で

あ
っ

た

ろ

う

と

思
わ

れ
る

。

け

れ

ど

も
、

そ

の

よ

う

な

文
章
に

加
点
さ

れ

て

い

る

事
情
を

ど

の

よ

う

に

捉
え

る

か

に

つ

い

て

は

ま
だ

ま

だ

検
討
の

余
地
が
残
さ

れ
て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

考
え

る
。

訓

点
資

料
で

あ

れ

ば
、

学
問
的
態
度
か

ら
一

定
の

訓
を
要
求
す

る

こ

と

が

十
分

想
定
出
来

る

で

あ

ろ・
つ

し、

当
時
の

訓
読
の

す

が

た

を
厳
密
に

復

元
す
る

こ

と

を

訓
点
資
料

研
究
の

最
終
目
標
の
一

つ

と

し

て

掲
げ
る
こ

と

も

可
能
で

あ

ろ

う
。

け

れ

ど

も、

そ

の

よ
う

な

復．
垢

は

ど
の

よ

う

に

し

て

可
能
で

あ
る

の

か
。

具
体
的
な

見
通
し

を

N 工工
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持
た

な

け
れ

ば
単
な

る

努
力
目
標
に

過
ぎ
な

い

と
も
言
え、

今
後
の

研
究
の

進
展

を
待
つ

よ

り
他
は

な

い

と

思
わ

れ
る

。

　
以
上、

訓
読
文
の

違
い

を
も
た

ら

す
も
の

と

し

て

三

点
に

つ

い

て

見
て

き
た

が
、

（

一
）

〜
（

三
）

は

関
連
し

つ

つ

も

少
し

ず

つ

性
質
を

異
に

し

て

い

る
。

（

一
）

訓

点
の

認
定
は

ま
ず
は

物
理
的
な

視
認

が

基
盤
と

し
て

あ

る

の

に

対
し

、

（

三
）

補

読
は

そ

こ

に

無
い

も
の

を
補
う

と

い

う、

解
読
主
体
に

依
存
す
る

部
分
が

大
き

い

も
の

で

あ

る
。

三

点
に

は

属
さ

な

い

が
、

　

伏
て

乞
．

雲
−
雨

を

齢（
け
て）

垂
て

天
−
文

を

府．
鷹

し

（

表
啓
81
〜

82
行
）

に
つ

い

て

認
め

ら

れ
る

、

字
序
の

ま
ま

に

よ

む

か
、

或
い

は

「

雲
雨
」

か

ら

「

乞
」

へ
、

「

天
文
」

か

ら

「

垂
」

へ

と

返
っ

て

よ

む

か
、

と

い

う
違
い

も

（

三
）

に

類

す
る

も
の

と

捉
え

る

こ

と

が
で

き

よ

う
。

し

た

が
っ

て
、

解
読
に

あ

た
っ

て

の

問

題
点
も
こ

の

三

つ

の

段
階
で

整
理
す
る

こ

と

が

可
能
で

あ

ろ

う

と

思
わ

れ
る

。

も

ち

ろ

ん

（

一
）

訓
点
の

認
定
も
解
読
者
に

よ

る

違
い

が
認
め

ら

れ
る
の

で

あ
り

、

機
械
的
に

処
理

し

う
る

も

の

で

も

な

い
。

け

れ
ど

も
、

（
三
）

補
読
で

見
た

よ

う

な

訓
読
文
自
体
に

つ

い

て

の

解
読
者
の

考
え
が

（

一
）

に

つ

い

て

入
り

込
む
可
能

陸
は

低
く
、

一

線
を
画
す
必
要
が

あ

る
。

む

し
ろ
、

問
題
と

な

る

の

が

（

二
）

訓

点
の

適
用

で

は

な

い

か

と
思
わ

れ

る
。

そ

し
て

、

こ

の

点
に
つ

い

て

の

調
査
が

い

ま
だ

十
分
と

言
え

な

い

の

で

は

な

い

か

と
考
え

る
。

平
安
後
期
の

訓
点
資
料
に

つ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　　
ヒ

い

て

は
、

お

そ

ら

く
適
用
の

基
準
が

あ
る

と
言
い

う

る
の

で

あ
ろ

う
が、

本
稿
で

扱
っ

た

よ

う
な

平
安
初
期
の

訓
点
資
料
に

お

い

て

は
、

適
用

方
法
に

明
確
な

基
準

が

な
い

と

言
え

る

の

か
、

そ

れ
を

見
極
め

る

こ

と

が

必
要
で

は

な
い

か

と
思
う
の

で

あ
る

。

次
節
で

は、

適
用
基
準
に

関
す

る

こ

と

が

ら

に

つ

い

て
、

「

表

啓
」

を

例
に

い

く

つ

か

の

私
見
を

述
べ

て

み

た

い
。

訓
点

資
料
の

訓
読

文
に

つ

い

て

　
　
　
柴
田

雅

生

四

　
『

大
唐
三

蔵
玄
奘
法
師
表
啓
』

の

加
点

　
「

表
啓
」

は
一

〇
九
行
の

ご

く
短
い

資
料
で

は

あ

る

（

延
べ

漢
字
数
二
一

七
三

字
、

異
な

り
漢
字
数
八
八
九
字
）

。

し

か

し
、

加
点
は

稠
密
で

あ
っ

て
、

そ

れ
ゆ

え

に

平
安
初
期
の

資
料
と

し

て

重

要
視
さ

れ

て

き
た

。

そ

の

加
点
を
見
る

に
、

複

数
の

箇
所
の

同
一

の

漢
字
に

同
じ
よ

う

な

加
点
が
見
ら

れ

る

こ

と

に

気
づ

く
。

　
○
冒

　
　
ヲ

カ

セ

リ

サ

カ

ロ
しね
キ

こ

と

を

　
　
冒
　
險

　
　
　
（

74
行
）

　
　
ヲ

カ

し

　

ヲ

カ

シ

て

　
　

　
　

　
を

　
　
冒

犯

威
−
嚴

（

78
行
）

　
　
驚

。

ラ

ク

は

空
に

疎〔
に）
し

て

於
臨

セ

リ

（
し）
、

と

〔
に〕

思
を

（

92
行
）

　
○
泛

　
　
ウ

か

ヒ

て

　

　

　

　

に

　
　
泛

　
蒼
津
　
（

38
行
）

　
　
　
う

カ

ヒ

　

　
　
　

　
　
　

　

ヨ

　
　

而
泛

提
−

河

　
（

44
行
）

　
　
ウ

か

へ
て

　
　
の

　

　

を

　
　

泛
　
寶

舟

　
（

65
行）

資
料
の

景
的
乏
し

さ

ゆ
え

に
、

こ

れ
ら

同
一

資
料
内
に

見
え

る

用
例
を

過
大
に

評

価
す

る

こ

と

に

は

慎
重
で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

し

か

し
、

重

要
で

あ

る
の

は
、

こ

れ
ら

の

例
が

物
語
る

も

の

が
偶
然
の
一

致
で

あ

る

か

否
か

を

判
別
す
る

こ

と

と

思

わ

れ
る

。

そ

の

た

め

に

は
、

「

表
啓
」

の

資
料
内
の

徹
底

的
な

吟
味
が

求
め

ら

れ
る

で

あ
ろ

う
。

以
下
で

は
、

字
訓
に

関
わ

る

も
の

で

同
一

字
に

加
え

ら

れ
た

複

数
の

加
点
例
を

、

整
理
し

て

挙
げ
て

み

る

こ

と

と
す
る

。

な

お
、

「

i
」

は

訓
の

前
半
部
分
が

見
ら
れ
な

い

こ

と

を

示
す

。

A
全
訓
が
付
さ
れ
て

い

る

も
の

A1

複
数
例
に

同
じ

加
点
が

見
ら

れ
る

も
の

　
「

假
」

ヨ

リ

（

4183

）

「

塵
」

ケ

カ

シ

（

5293

）

「

守
」

ー
リ

（

7288

）

「

縁
」47
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明

星
大

学
概
究

紀
要
【
昌

本

文
化

学
部
・
言
語
文

化

学
科
嗣

第

六

号
．

九
九
八

年

　

　

ヨ

ル

へ

5981

）

「

霑
」

ウ

ル

ポ

セ

リ

（
3688

）

「

圖
 

は

か
リ

コ

と
を
（

H
）

　

　
ハ

カ

リ
こ

と

を
（

79
）

「

戰
隔

オ

ソ

リ

（

2952

）

カ

シ

コ

マ

リ

（

85
）

「

觸

　

　

ケ

カ

シ

て

（

62
）

ケ

カ

し
て

（

85
）
門

資
」

た

す

か

れ
（
42
）

た

す
（

け

ら
）

　

　

レ

て

／
た

す

か

レ

て

（

75
）

　

A2

活

用
を
示
す
も
の

　

　
「

乘
」

の

リ

（

33
）

の

ラ

（

姻
）

…
−

冒
」

ヲ

カ

セ

リ

（

74
）

ヲ

カ

セ

リ

（
し

）

　

　

こ

と

（
92
）

ヲ

カ

し
（

78
）

「．
弘
」

ヒ

ロ

メ

（

18
）

ヒ

ロ

メ

ム

（
27
）

の

フ

　

　

ル

こ

と

（

83
）

ー
ク

（

83
）

…．
宣
」

の

フ

ル

（

14
）

の

ヒ

（
83
）

「

憑
」

た

の

　

　

み

（
18
）

た

ノ

み

て

（
73
）

…

撫
篇

な

て

て

（

8
）

な

て

（

79
）
「

昧
」

ク

ラ

　

　
シ

（

50
）

ク

ラ

き
に

（

81
）

「

泛
」

ウ

か

ヒ

て

（

38
）

ウ

か

ヒ

（

44
）

ウ

か

　

　
へ

て

（

65
）

「

越
」

ト

ラ

ケ

た

り

（

72
）

ト
ラ

ケ

ヌ

（

89
）

「

窮
」

き
ハ

メ

　

　
（

74
）

き

は

メ

ツ

漉
）
「

蕩
」

ト

ラ

カ

セ

リ

（

10
）

ト

ラ

カ

シ

（
66
と．
覽
」

　

　
み

た

り
（

19
）

み

よ

と

（

69
）

「

超
」

コ

ユ

ル

の

み

な

れ

ヤ

（

84
）

コ

エ

て

　

　
（

鵬
）

「

闡
」

ヒ

ラ

ク

〔
35
）

ヒ

つ

き
て

（

66
）

ヒ

（
ら
〉

カ

（
れ
）

て

（

4
）

　

「

韜
」

ツ
・

マ

シ

メ

（

む
）

（

52
）

ツ

・

マ

シ

メ

（
む
）

ヤ

（

81
）

　
A3

派
生

語
の

関
係
に

あ

る

も
の

　

　
「．
詳
」

明
に

（

48
）

明
ケ

ク

（

56
）

「

響
」

ヒ

・

か

す

（

37
）

ヒ

・

き

を

　

（

80
）

「

慙
」

ハ

チ

（

”

92
）

は

チ

（

28
）

「

照
」

て

リ

（一
26
）

て

ラ

セ

リ

　

（
38
）

て

ラ

し

（
82
）

「，
載
」

則
チ

（

U
）

則
（

22
）

の

セ

て」
（
鵬
）
「

紀
」

　

　
ツ

イ

て

（
17
）

ツ

キ
（

89
）

B
部
分
的
な
訓
が

赫
さ

れ

て

い

る

も

の

B1

触
点
さ
れ
て

い

る
部
分
が

同
じ

も
の

　

［

掩
」

オ

（

ほ
）

ヒ

て

（

977

）

オ

（

ほ
）

　
（

き
）

コ

と

の

（

5
）

ク

ハ

シ

（
き

）

を
は

tら
　 　 へ

弖§リ

ク 6§
ワ ）
シ
　 　 ー

（ 微
く

Ll

　 ／tLノ　 ノ、》’
　 ノ 丶

て シ

ク　 i 、．へ
　 、「 105
曾 ソ ）

1絶 芙
　 　 L’）

　一．、11
無 1

シ
ー な

（ 1 る

く し （、
L ノ
　 （ 14
曾 蓼

）

） 11

　膀
靈重

　 1 を

　　　 B 　 　 i
櫓 詭 廻

『

録 了慰 の
1

11，∵三響ぞ引

蠡雫難 冒
1

i 蟹 シ の
）

鎗
　 　 　 　 　 　

」、ノ

す

ヲ
ン

鯨
r

，

謬 1
」tt
’
「・1
ζ
3

引
主71

馴 48

C
加
点
さ

れ

た

内
容
が

部
分
的
に

重
な

る

も
の

　

「

標
」

ヘ

ウ

し
て

（

51
）

へ

（

う
）

し

て

（

65
）
「

彩
」

ウ

ル

ワ

シ

（

き
）

　

こ

と

（

51
）

ウ

（

る

は

し

き
）

こ

と

（
90
）

「

庶
」

ネ

（

か

は
）

ク

は

（

51
）

　

ー
ク

は

（
61
）

「

慕
」

ネ
か

ヒ

を
（

56
）

ネ

（

か
）

フ

こ

と

（

74
）

「

成
」

な

　

シ

（
25
）

i
セ

リ

（

28
解
）

…
セ

リ

と

も

（

75
）

「

搜
」

ア

ナ

ク

リ

て

（
66
）

　

ア

（

な
）

ク

リ

（

鵬
）

…、
時
」

ツ

き

を

〔
22
）

ー
き
（
43
）

「

曲
」

マ

ケ

（

て
）

　
（

59
）

マ

（
け

て
）

（
82
）
「

有
」

ー
リ

（

373

）

ア

ラ

す

（

75
）

「

研
」

み

か

き

（

22

ご
み
）

か

き
に

（

煙

ζ
墾
ッ

・

シ

メ

て

（

21
）

ツ

・

シ

（

）

　

て

（

72
、

用
例
 
を

参
照）
「

鵜
」

ツ

ク

セ

（

り
）

と

（

48
）

ー
す

（
麗
）

　
「

聞
」

き

ク

（

379

）

き

き
て

（

55
）

き

ケ

ル

か

（

齪
）

き
（

け
）

ル

（

69
）

　「

符
」

か

な
ヘ

リ
（

41
）

か

な

へ

（

む
）

（

湖
）

カ

な

（
ふ
）

（

92
）

「

精
」

ク

　
ハ

シ

キ

（

72
）

ク

ハ

シ

（

き
）

（

88
）

「

若
」

シ

カ

し

（

5
）

ー−
シ

　
（

29
）

　…−
至
」

い

た

レ

ル

に

（

62
）

い

タ

リ

た

（
る

）

（

7
）

い

（

た
）

リ

た

る

も

　〔
48
）

「

親
」

1
た

リ

（

58
断
）

ー
り

（

60
）

「

識
」

サ

ト

リ

（

27
）

サ

ハ

と
）

　
リ

（
 
）

「

降
」

ク

タ

シ

（
58
）

ク

た

し

て

（

田
）

…
し

て

（
98
）

講

陳
」

の

　
ヒ

て

（
3

）

の

フ

（
る
）

こ

と

（

47
）

「

預
」

ア

ツ

カ

レ

リ

（
89
）

ア

ツ

　（
か
）

リ

て

（

55
）

「
飛
」

；
は

し

（
77
）

ー
シ

（

933

）
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D
加
点
さ

れ
た

内
容
に

重
な

ら
な

い

部
分
が

あ
る

も
の

　
「

分
」

ー
チ

（

9
）

ワ

カ

て

（
り
）

（

80
）

「

奉
」

ウ

ケ

（

57
）

た

（

て

ま
）

　
ツ

ル

（

71
）

た

（

て
）

マ

（

つ

り
）

て

（

齠
）

ー
ル

に

（

87
）

「

如
」

こ

と

　
し

（

101
）

こ

と

（
し

）

（

25
餅
）

1
し

（

4958

期
）

「

恃
」

た

（

の
）

み

て

　
く

18
）

（

た
）

の

み

て

（

74
）

「

无
」

な

（

く
）

ト

も
（
7

）

−
き
（

73
）

「

深
」

　
フ

カ

（

く
）

ス

（

52
）

ー
ク

（

咽
）

ー
す

（

8593

）

「

獨
」

ヒ

（

と
）

リ

　
（

84
）

i
と

リ

（

9
）

「

荷
」

に

な

ヒ

（

84
）

（

に
）

な

ヘ

リ

（

17
）

に

（

な
）

　
ヒ

て

（

501
）

i
フ

（

 
）

「

詣
」

マ

ツ

ル

こ

と

の

（

m
）

1
て

て

（

2652

嫻
）

　
「

輕
」

か
る

（

か

る
）

シ

ク

（

52
）

ー
き

（

85
）
「

遐
」

ハ

（

る

か

な

る

こ

と
）

　
を
（

74
）

ト

（

ほ
）

ク

（

97
）

1
に

（

42
）

「

開
」

ヒ

ラ

（

き）

た

り
（

36
）

　

ー
ケ

リ
（

59
）

「

非
」

ア

ラ

（

す
）

（

69
）

1
す

き
（

48
）

1
す
ハ

（

77
）

1

　
す

は

（

78
）

1
す
（

あ
）

レ

は

（

27
）

E
別
訓

を
示
す
も
の

　
「

下
」

ク

た

し

て

（

44
）

シ

た

（

に
）

し

て

（

61
）

「

在
」

ー
リ

（

18
）

1

　
す
る

（
＆6

）

「

尋
」

た

ツ

ネ
（
18
）

ー
メ

（

45
）

ー
チ

（

膃
）

「

屬
」

ツ

ケ

　
（

13
）

ア

（

つ
）

ケ
（

73
）

「

希
」

ネ

カ

フ

（

78
）

1
か

に

（

55
）

「

往
」

ユ

　
き

て

（

18
）

サ
（

き

に
）

（

 
）

「

截
」

す
て

て

（

50
）

ト
・

ノ

ホ

レ

ル

こ

と

　
（

73
）

「

斯
」

シ

カ

シ

ナ

（

か
）

ラ

（
4
）

1
れ

を

（

16
）

−
の

（

5981

）

　
「

服
」

コ

ル

（

も
）

（

90
）

き
ル

（

91
）
「

測
」

は

ら

ラ

ム

ヤ

（

69
）

た

（

つ

　

ね
）

（

97
）

「

齋
」

す
ク
ヘ

リ

（

34
）

ヒ

ト

シ

ク
シ

（

61
）

　

E
の

位
置
付
け

に

関
し

て

は

他
資
料
に

頼
ら

な

け
れ
ば

な
ら

な

い

が
、

A
〜
D

を

比
較
す

る

に
、

先
に

見
た

よ

う

に

基
本
的
に

同
じ
加
点
に

な

る

傾
向
が

見
て

取

れ

る

よ
う
に

思
う

。

特
に

B1

が
見
ら

れ

る

こ

と

は
、

「

表
啓
」

に

お

い

て

必

ず

訓
点

資
料
の

訓
読

文
に

つ

い

て

　
　

柴
田

雅
生

し

も

加
点
が

必
ず
し

も
恣
意
的
な

も
の

で

は

な
い

可
能
性
を
窺
わ

せ

る
も
の

と

考

え

る
。

こ

の

他
に

も、
「

伏
て
・

並
に
・

亦
た
・

以

て
・

其
の

・

咸
ク
．

尚
し
．

巳
に
・

幸
に
・

徒
に
・

忽
に
・

惣
て
・

所
ロ

・

故
に
・

敢
て
・

既
に
・

未
た
・

爰

に
・

為
す
。

猶
し
・

當
に
。

竊
に
・

言
す
・

誠
に
・

豈
に
・

遂
に
」

（

仮
名
は

訓

点
を
示
す
）

な

ど

の

諸
字
に
つ

い

て

も
、

ほ

ぼ
一

定
の

訓
点
が

加
え

ら

れ
る

傾
向

が
あ

る
。

　
問
題
は

CD

で

あ

る

が
、

そ

れ

で

も
C
の

用
例
の

方
が

多
い

。

ま

た
、

C
の

中

に

は

共
通
す

る

部
分
が
語
頭
部
分
で

あ
る

も
の

が

多
い

。

こ

の

こ

と

か

ら、

加
点

に

語
頭
も

し

く
は

語
尾
に

当
た

る

部
分
を
施
す
傾
向
を
見
る

こ

と

も

で

き

よ

う
。

こ

れ

は
、

「

法
華
経
」

に

お

い

て

大
坪
博
士
が

早
く
ヲ

コ

ト

点
と

仮
名
の

関
係
を

指
摘
さ

れ

た

よ

う

に
、

言
わ
ず

も
が
な

の

こ

と

で

あ

る

か
も

し

れ

な

い
。

し

か

し、

諸
氏
の

訓
読
文
を
異
に

す
る

「

表
啓
」

に

お

い

て

も
同
様
の

傾
向
を

見
る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

り、

あ
る

い

は

訓
点
資
料
全
般
に

言
い

う
る
こ

と
と

想
定
す
る

こ

と
も
あ

な
が

ち

無
謀
な

こ

と

で

は

な

い

と

考
え

る
。

も

ち
ろ

ん
、

個
々

の

資
料
に

お
い

て

ま
た

別
の

様
相
を

見
せ

る

も
の

で

も
あ
り

、

ま

ず
は

そ

れ

ぞ

れ

の

検
証

が

必
要
で

あ

る

と

考
え

る
。

ち
ょ

う
ど
「

表
啓
」

に

お

い

て

山
田

氏
が

文
字
を

綿
密

に

吟
味
さ
れ
た

よ

う

に
、

加
点
方
法
に

つ

い

て

も
逐
一

の

検
討
を

加
え

、

そ

の

傾

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　　
ム

向
性
を

吟
味
す

る

必
要
が

あ
る

の

で

は

な

い

か

と
思
う
の

で

あ

る
。

　
さ

ら

に

は、

A1

の

「

圖
」

「

觸
」

の

二

字
に

見
ら

れ

る

よ

う
な

ヲ

コ

ト

点
と

仮
名
の

関
係
に

つ

い

て

も
考
慮
が

必
要
か

と

思
わ

れ
る

。

平
安
初
期
の

訓
点
資
料

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

ま　
ん

に

は
、

ヲ

コ

ト

点
と
仮
名
と
の

交
渉
が

ま

ま
見
ら

れ
る
こ

と

は

大
坪
博
士
の

著
書

に

詳
し
い

。

大
坪
博
士
は

、

そ

の

中
で
、

ヲ
コ

ト

点
に

番
号
を

付
し

た

資
料
と

し

て

『

大
乗
広
百
論
釈
論
』

承
和
点
な

ど

を

示
さ

れ

た

上

で
、

　

繰
り
返
し

て

い

ふ

な
ら

ば
、

ヲ

コ

ト

点
は

発
生
期
に

お

け
る

略
体
仮
名
の

不
備

　

を
補
ふ

た

め

に

案
出
さ
れ

、

主
と

し

て
、

漢
文
訓
読
の

際
に

常
に

補
読
さ
れ
る49
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明
星

大
学
研

究
紀
要

四
日

本
文
化

学
瓢
・
言

語
文
化

学
科】
第
六

号
一
九

九
八
年

　

助
詞
。

助
動
詞
・

特
殊
な

体．
習
・

用

言
・

敬
譲
語
等
を．
不

す

記
号
と

し

て

利
用

　

さ

れ
た．．

ヲ

コ

ト

点
は

、

「

言
語
を

写
す

記

讐
」

と

し

て

見
る

と
、

本

質
的
な

　

欠
陥
を
持
ち、

表
記
能
力
に

限
界
が

あ

つ

た

か

ら
、

未
知
の

文
字
の

音
訓
を
示

　

し
、

特
殊
な

語
句
の

解
釈
を

記

す
た

め

に

は
、

や

は

り
略
体
仮
名
が

用
ゐ

ら

れ

　

ね

ば

な

ら

な

か

つ

た
。

か
く
し

て
、

両
者
は

そ

れ
ぞ

れ

の

特
徴
を

活
か

し
つ

つ

　

相
ひ

協
力
し

て
、

共
通
の

目

的
た

る

加
点
の

実
用
に

役
立

つ

た

め

に

発
達
し

て

　

い

つ

た
。

と

結
論
づ

け
ら

れ
た．、

調
点
が

成
立

し

た

背
景
に

は
、

も
ち

ろ

ん

学
説
の

伝
承
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
は　　
む

い

う

学
問
上

の

意
味
も
大
き

く
関
わ
っ

て

い

る
。

訓
読
を
示
す

実
用
性
だ

け
で

説

明
し

え
な

い

部
分
も

多
々

あ

る

と
言
わ

ね

ば

な

ら

な

い
。

け

れ

ど

も
、

両
者
に

配

慮
し
、

よ

り
正

確
な

訓
読
の

姿
の

復
元
を
目
指
す
就

場
か
ら

も
、

訓
点
に

つ

い

て

の

詳
細
な
調
査
が

必
要
で

は

な

い

か
と

考
え

る
。

五

　
ま
と

め

　

以

上
、

縷
鏤
述
べ

来
た
っ

た

こ

と

は
、

訓
点
資
料
に

お

け
る
加
点
方
法
の

綿
密

な
吟
味
の

必

要
性
と

い

う

こ

と

に

な
る

。

言
わ

ば
、

当
た

り
前
の

こ

と

を
、

失
礼

も
顧
み

ず
、

諸
氏
の

訓
謗
文
を
引

用
し

な

が

ら

示
し

た

に

過
ぎ
な

い
。

し

か
し

、

「

表
啓
」

の

よ

う

な

資
料
に

お

い

て

も
、

そ

れ
な

り

の

加
点
方
法
の

傾
向
が

見
ら

れ
る

こ

と
は

ト
分
注
意
し

て

よ

い

こ

と

で

は

な
い

か

と
思
わ

れ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
’

注一
＝

　

築
島
裕
博
士
は

近
著
『

平
安
時
代
訓
点
本
論

考
　
研
究
篇
』

に

お

い

て
、

中
鵬

祝
夫
博
士

が

打
ち
立

て

ら

れ

た

ヲ

コ

ト

点
を
中
心

と

し

た

訓
点
資
料
の

体
系
を

さ

ら

に

進
展
さ

せ
、

学
問
と

し
ザ
、

の

系
統
と
個
々

の

経
蔵
に

お

け

る

訓
点
資
料
の

伝

存
状
況
に

も

注
意
を

向
け
る

必

要
を
説
か

れ
た

。

．
改
め

て

訓
点
資
料
と

は

何
か

を

考
え

る

必
要
性
を
感
ず

る
と

同
時
に
、

か

つ

て

山
田

忠
雄
氏
が

「

お
そ

ら

く
将
来

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

こ

ご

も
っ

と

科
学
的
に

展
開
せ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

も

の

で

あ

ら

ヶ
」

と

さ

れ

た

方
法
の

50

爽
践
が

、

よ

り
強
く
求
め

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

思
わ

れ
る

。

大
方
の

批
正

を
仰
ぎ

つ

つ
、

具
体
的
な
資
料
の

調
査
を
急
ぎ
た

い

と

思

う
。

付
記

　

島
田

良一
…
先
生、
は

、

本
学
赴
任
後
屋

が

浅
い

筆
者
の

よ

う
な
者
に

対
し

て

も
、

気
軽
に

声
を

か

け
て

下
さ

り
、

な

か

な

か

慣
れ

な

い

筆
者
を

暖
か

く
見
守
っ

て

下

さ

い

ま
し
た

。

専
門
は

多
少
異
な

り
ま

す

が
、

学
識
の

深
さ

と

広
さ

を

身
近
に

感

ず
る

こ

と

が

出
来
た

こ

と

は

大
き

な
喜
び

で

し

た
。

た

だ
、

い

ろ
い

ろ

と

お

教
え

い

た

だ

き

た

い

こ

と
が

ま

だ

山
の

よ

う
に

あ
り、

こ

の

た

び

の

こ

退
任
が

残
念
で

な

り
ま

せ

ん
。

あ

ら

た

め

て

学
恩
に

感

謝
申
し

上

げ
る

と

と

も

に
、

先
生
の

ご

健

勝
を
心

よ

り
お

祈
り
申
し

上

げ

ま
す

。

注
　

築・
島
裕
「、
訓
点

語

研
究
の

足

跡
を

辿
っ

て
」

お
よ

び、
石
塚

晴
通

「

訓

点
藷
研

究

　
今
後
の

課
題一。

と

も

　
に

判

調

点
語
と

訓

点

資
料
』

第
九

二

輯
（
｝
九

九
四

鯨∴
二

月）
に

収

録。
築

島
論

文
は

後

に

『

平

安

時

代

訓

　
点
本

論
考

　
研、
究

篇
』

（
汲

古
書

院、
　一
九
九
六

隼

五
月）
に

構

成
と

内
容

を一
部

変
え
て

収

録
さ
れ
て

い

る
。

…
　
注
一
の

築
島
論

文。

瓢

　
築
島
裕

『
興
福

寺
本
大
慈

恩
寺一、
環

域

法

師
伝

占
点
の

国

語
学

的
研
究
　
研

究
篇
』

（
東
大

出
版
会、
一
九

六

　
七

年晶．一
層）。

四

　
峰
岸
明

笥

高
山

寺
蔵

史
記
点

本
の

加

点
態

度
に

つ

い

て−
龠、
高

由
寺
古

訓
点

資
料

第｝
』

所
収、
　．
九

八

　
〇

年
二

月、

後
に

『

平

安
時

代
占

記
録
の

国
語
学

的

研
究
』

〔
束
大

出
版
会、
　一
九
八
六

年
一
月）
に

収

録）。

　
ま

た、
小

林
芳

規

博
士

「
石
山
毒．
蔵
仏

説
太

子
須

陀
拏
経
平

安
中

期
点
の

調
読

語
に
つ．
い

て．…
Ω，
説

点

詰
と

　
訓

点

資
料
晒

第

七，
・
ヒ
ニ

輯

合

併
犀ぜ、
、

九

八

四

年
五

月
）

な
ど
に

お
い

て

も、
漢

字

と

付

訓

と
の

対
応

関

係
に

つ

い

て

の

言
及
が
あ

る。

五

　
越
智

裕一
　
「「
神
田

本
白

氏
文

集』
に

お

け
る
　
て」
の

ヲ

コ

ト

点
に

つ

い

て

の

 
考

察」
（
国

語

学

会

平

　
成

八
年

度

春
季

大

会
発
表

要
旨、
『

国

語
学
」

第
一
八

六
輯
）

…
訓

点
資
料
に

お
け

る
「
区
叨
り一

返
読
」

を

　
示

す
星

点

を
め

ぐ
っ
て

…−
組

織
化
の

試

み

　
　
」

（

国
語

学
会

中
国
圏

国

支
部
第
四

十一
、

隔
大

会
研

究

発

袋

要
匕

H、
構、
国
甑 
学
』

脾
弟一
八．
八叩
輯
図．

六

　
こ

の

ほ

か、

小
鉢

芳
堀

溥
士

『
平

安
鎌

倉
時

代
に

於
け

る

漢

籍
調

読
の

国

諮
史

的
釧
究、 
〔
束
大

出
版

会、

N 工工
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　一
九
六
七

年
三

月）
に

た

び
た

び

引
用
さ
れ

て

い

る

部
分

を

参
考
と

し
た。
な
お、

中
田

博
士

に

よ

る

「
古

　

訓

点
閑

談
（
そ

の

一
）
　
　

知
恩

院
蔵
本
三

蔵

法
師

表
啓
の

古
訓

点
稿」
（「
漢
文

教

室
」

第
三

〇
号、
　一
九

　

五

七
年
五

月）
は、
そ
の

後

著
書
に

収
録
さ

れ
た

も
の

と

し
て、

特
に

挙
げ

な
か
っ
た。

七

　
訓
読

文
と
い

っ

て

も、

文
章
化

し
た

も
の

（
代

表
的
な

も
の

と
し

て、

春
日

政
治

博
士

著

『

西

大
寺

本

金

　

光

明

最
勝
工

経
古

点
の

国

語

学
的
研

究』）
と、
訓

点
を

解
読
し

た

結

果
を

仮
名

等
に

よ
っ

て

原
漢

文

に

書

き

　

込
ん

だ

も
の

が

あ

る。
後

者
は、
吉

沢
義

則

博
士
が

「
表
啓
」

等
で

示
さ

れ
た
ス

タ

イ
ル

で

あ

り、

す
べ

て

　

の

訓
読

を

示
さ

な
い

場
合
が

あ
る

が、
部

分

的
に

で

あ
れ

解

読
結

果

を
示
し

て

い

る

部

分

を

対
象
と

し

て

比

　

較

し
た。
ヲ
コ

ト

点
を

示
し

た

だ

け
の

も
の

は

基

本
的
に

対

象
と

し
て

い

な

い
。

八

　
注一
の

築
島
論

文

参
照。

漢
書
楊

雄
伝

天

暦
二

年
点
は

四

種

類
の

訓
読

文
が

発

表
さ

れ

て

い

る

が、

未
見

　

の

も
の

が

あ
る

た

め

今
回
の

検
討
か

ら
外

し
た。

九

　
山

田
忠

雄

「

認
識

論
文

字

論
　
−
和

泉
往

来
の

ば

あ
ひ

ー一
（
『

国

語

史
へ

の

道

　
上
』 、
一．一
省

堂、
　一
九

八

　
一
年
六

月）
参
照。

十

　
訓

点
は

た

だ
で

さ

え
細

か
な

表

記
を

必
要

と
す

る
か

ら、
場

合
に

よ
っ

て

は

活
字
化

に

あ
た

っ
て

の

誤

植

　

等
も

存
す

る
か

も
し

れ
な

い。
け

れ
ど

も、
そ
れ

ら

を
判
別
す
る

に

は、
原

文
に

よ

っ
て

確
認
す

る

よ

り

ほ

　

か

な
い。
モ

の

た

め、
今

回
の

挙

例
で

は

多

少
の

違
い

を

対
象
と

し
て

い

な
い

部
分
が

あ
る。

一
一
　

大

坪
博
士
の

ヲ

コ

ト

点

図
お

よ
び

仮

名
自

体
表

は

「

山

田

本
妙
法

蓮
華

経

古
点し
〔
大

坪
併

治
著
作

集
2

　
『
改
訂

　
訓

点
語
の

研

究
　
下
』

（
風
間

書
房、
…
九

九
三

年
二

月）
所

収）
に

よ

る。

．…
二

　

注一
一
に

同
じ。

一
三

　
『
国

語

学
大

辞
典
』

（
東
京
堂、
一
九
八

〇
年

五

月）
「
訓
点

資
料
」

の

項。

一
四

　
注一
の

築
島

論
文。

一
五

　
「
古
事

記
は
よ

め
る

か

1
散

文
の

部
分
に
お

け

る
字

訓
お
よ

び
い

は

ゆ

る
訓

読
の

問
題、

−
」

（『
古

　

事

記
大

成

　
言
語

文

字
篇
』 、
一
九
五

七
年
一
二

月、
の

ち

に

亀
井
孝

論
文

集
4
『

日

本

語
の

す

が
た

と
こ

こ

　

ろ

（
二）』
に

収
録）

．
六

　
一
変
体

漢
文

は
よ
め

る

か

ー
ー

「

将
門

記』
に

よ

る
検

討
1・

」

（

「

小
松

英
雄
博
士

退

官
記
念

　
日

本

　

語

学
論

集』
所
収、
＝ 、
省
堂、
、

九

九一、一
年

七
月）

一
七

築

島
博
」

は

注一
論
文

に

お
い

て、
「
こ

の

面
〔
解
読

者
の

主
観
の

介
入

　．
引

用

者
注）
か
ら

見

れ
ば、

　

訓

点

資
料
の

中
で

も、

平
安
時

代

後
期
の

朱

点

本
・
墨

点

本
等

は、

比

較
的
正

確
に

解

読

し

得
る

も
の

が

多

　

く、

解
読
文
へ
の

信

頼
度

も
高
い。隔
と
述
べ

ら

れ
て

い

る。

一
八

　
訓
点

を
峻

別
し
て

の

論
述

と
し

て

は、
部

分
的
に

で

は

あ

る
が、
稲

垣

瑞
穂

「

束

大

寺
図
書

館

蔵

本
百

　

法

顕

幽
抄
の

古

点
に

つ

い

て

」

（『
訓
点

語
と

訓

点
資

料』
第
七

輯、
一
九
五
六

年

八

月）

な

ど

が

あ

る
。

し

　

か

し、
管

見
で

は

さ
ほ

ど

多
く

は
な

い

と
思

わ
れ
る。

．
九

大
坪
併

治
博
士

仮
名
と

ヲ

コ

ト

点
と
の

交
渉

（
「

改

訂

訓
点

語
の

研

究

上』、
一
九
九

二

年一
一

　

月、
風
間

書
房
）

二

〇
　
松

本
光

隆
「
漢
書
楊
雄

伝
天

暦
二

年

点
に

お
け
る

訓

読
の

方

法」
e 、
国
語

学
』

第一
二

八

輯、
　一
九

八

　
二

年
三

月）、
小

助
川

貞
次
「
上
野
本
漢
書
楊

雄

伝
訓

点
の

性
格

−
中

国
側

註
釈

書
と

の

関
係

1
」

〔『
訓

点

語

　
と

訓

点
資

料』
第
七

七
輯、
一
九

八
七

年
三

月）
な

ど

を
参

照。

一．
一
　

『

平

安
時

代
訓

点
本
論

考
　
研
究

篇』
（
汲
占

書
院、
　．
九
九
六

年
五
月
）

二

二

　
　
「

知
恩

院
蔵

本
大

唐
三

蔵

玄
奘

法
師

表
啓

古
点
の

研
究」
（
『

国

語

学』
第
二

九

輯、
一
九
五

七
年

六

月）

」
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